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本報告書は、平成２９年４月～平成３０年３月（４月１日から３月３１日）の九州地方環境

パートナーǷップǪフィǹの運営業務内容について報告するものである。 

 

１．業務の概要 
年間計画に基づき、下記業務を行った。 

 

（１）運営委員会と連携した業務の推進 

（２）ニーǺに基づいた発信強化 

（３）多様な協働取組の促進 

（４）地域ぐるみの ESD 推進 

（５）九州地方 ESD 活動支援ǻンǿーの運営 

（６）EPO 九州の維持管理 
 

 

２．業務の実施状況 

（１）運営委員会と連携した業務の推進 
EPO 九州の活動について、環境パートナーǷップに関与する NPO、企業、行政、メデ

ィア、有識者等を運営委員とし、助言ならびに取組に応じた協力・連携を得て、円滑かつ

効果的な運営に取組む。 

また、九州地方 ESD 活動支援ǻンǿーの運営を EPO 九州が担うことから、分科会と

して企画運営委員会を設置した。 

 

 

① 運営委員会の開催 

運営委員会は、EPO 九州の事業方針、事業計画について協議を行うとともに、九州・

沖縄地域内の環境パートナーǷップに係る情報交換や実態の把握とそれらをとおした課題

の洗い出しを行い、EPO 九州の運営や事業実施についての助言を行う。本年度は２回開

催した。運営委員については、地域バランǹを考慮し別途、規程に従い定めた。開催地は

運営委員等と連携し、調整の上決定した。 

 

【運営委員会 開催予定】 

 開催時期 協議内容 

第１回 6 月 15 日 
第４期運営方針、平成 29 年度の運営計画についての助言

ならびに、個別事業への連携について。 

第２回 2 月 20 日 
平成 29 年度の事業進捗・報告、次年度運営指針につい

て。 
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【平成２９年度 運営委員名簿】 

  分野 県 氏名 所属 

1 学識経験者 熊本県 篠原 亮太 
熊本県立大学 名誉教授 
熊本県環境ǻンǿー 館長 

2 学識経験者 福岡県 石丸 哲史 
福岡教育大学社会科教育講座 
教授 

3 地方公共団体 大分県 梶原 浩 
大分県生活環境部 
うつくし作戦推進課長 

4 
企業・ 
環境ビǸネǹ 

福岡県 文野 唯史 
一般社団法人九州経済連合会 
産業振興部長 

5 メディア 宮崎県 川野 武文 
株式会社宮崎放送 
ラǸǪ局長 

6 NPO・中間支援 長崎県 大向 あぐり 雲仙諏訪の池ビǸǿーǻンǿー 

7 NPO・中間支援 熊本県 森山 亜矢子 
一般社団法人環不知火プランニン
ǰ 
代表理事 

8 NPO・中間支援 鹿児島県 浜本 奈鼓 
NPO 法人くすの木自然館 
代表理事 

9 NPO・中間支援 沖縄県 岸信 朋 
一般財団法人沖縄県公衆衛生協会 
環境課係長 

 

 

 

第１回運営委員会 

期 日：平成 29 年 6 月 15 日（木） 

会 場：環境省九州地方環境事務所（熊本市） 

第 4 期運営方針、平成 2９年度の運営計画、およ

び地方 ESD 活動支援ǻンǿー運営業務等について、

幅広い意見交換ができるよう運営委員を選定し、運

営委員会を開催した。 

詳細は資料の第１回運営委員会議事録要旨を参

照。 

 

 

第１回運営委員会の様子 

 

第２回運営委員会開催 

期 日：平成 30 年 2 月 20 日（火） 

会 場：福岡合同庁舎 本館８階（福岡市） 

年間の運営業務や地方 ESD ǻンǿーの活動につ

いて、取組の成果等を報告するとともに、評価委員

会に向けた取組や提案、および次年度の運営方針等

に係る助言をいただいた。 

詳細は資料の第２回運営委員会議事録要旨を参

照。 

 

 

 

第 2 回運営委員会の様子 
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② 運営委員との連携 

年間をとおして取組や企画に応じて運営委員との連携を行った。また、第 2 回運営委

員会の開催にあたり、運営委員と企画運営委員がそれぞれの事業に対する認識を共有でき

るよう、企画運営委員会へのǪブǶーバー出席を呼びかけた。 

 

連携内容 

事業名等 連携内容・成果 

ESD 推進拠点支援事業 
拠点支援事業の３拠点のうち２拠点において、運営委

員がプラットフǩームに参画・連携し取組を進めた。 

協働取組フǩーラム フǩーラムの開催にあたり、企業関係者への周知・参

加を図るため、会員団体への広報協力を得た。 

ビǸǿーǻンǿー意見交換 ビǸǿーǻンǿーが求めている情報の集約や意見交換

での議題の提案等をふまえたことで、情報共有と連携

を効果的に図る場づくりができた。 

ESD 活動ネットワーǯの形

成 

福岡県立城南高校からの相談を受け、運営委員を紹介

するとともに、ESD 講話会の企画をǵポートし、ESD

推進のためのネットワーǯづくりを支援した。 

自然体験施設ネットワーǯ交

流会 

自治体が管理するビǸǿーǻンǿーや民間の体験施設

との情報交換を進めるとともに、ESD 推進拠点の登録

を呼びかけた。 

九州地方 ESD ǻンǿー運営 

企画運営委員としての参画と助言。また、ESD 推進拠

点の登録呼びかけを行い、登録の意向や登録申込を得

た。 

 

 

① 評価委員会への対応 

 

評価委員会への出席対応 

期 日：平成 30 年 3 月 1 日（木） 

会 場：熊本地方合同庁舎 九州地方環境事務所会議室 

評価委員に対して 1 年間の運営業務について、基本業務、全国事業、ESD ǻンǿー事

業の項目ごとに重点的に実施した事項を中心に説明し、質疑対応を行った。全国事業につ

いては、一定の評価をいただき、ESD ǻンǿー事業については、実施団体・拠点候補先

へのさらなる働きかけを求められた。また、基本業務については、NPO 情報の充実や一

般市民への情報発信の強化等の指摘があり、メディアを通じた発信等の強化が必要との評

価をいただいた。 

評価委員会での指摘事項については、次年度の事業計画等での対応を整理する。 
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② 全国 EPO ネットワーǯとの連携 

地球環境パートナーǷッププラǶ（GEOC）ならびに地方 EPO と連携し、全国事業等

（「平成２９年度地域活性化に向けた協働取組の加速化事業」及び「ESD 推進拠点支援事

業」等）の推進を円滑に行う。また、全国 EPO 連絡会議等に出席し、情報共有、事業連携

および運営強化に努める。 

 

 

【全国 EPO 連絡会議 開催時期】 

 開催時期 協議内容 

第１回 ６月７日 
平成 29 年度の全国事業、インǿーンǷップ、ESD ǻンǿ

ー対応等について協議。 

第２回 
10 月 12 日 

～1３日 

中部Ǩリアでの開催。愛知県名古屋市での連絡会議。およ

び「四日市公害と環境未来館」への視察と意見交換。 

第 3 回 1 月 16 日 事業成果の共有、次年度に向けた意見交換等。 

 

 

○第１回全国 EPO 連絡会議 

期 日：平成 29 年 6 月 7 日（水）～8 日（木） 

会 場：GEOC（東京都渋谷区） 

全国の地方 EPO および地方環境事務所が集ま

り、今年度の事業について情報共有し、今後の全国

EPO ネットワーǯとしての取組（協働取組加速化事

業、ESD 拠点支援事業、EPO ネットワーǯ事業

等）について意見交換を行った。 

 

協働取組加速化事業については、各 EPO より採

択案件の紹介および支援ポイントの説明を行い全国における本年度の事業計画、協働ハン

ドブッǯ vol.3・政策協働の手引きについて、事業５ヵ年の振り返りについて意見交換を

行った。 

ESD 拠点支援事業については、各 EPO の支援拠点での取り組みを共有するととも

に、月次報告の取り扱いなどについて方針の確認を行った。 

この他、地球環境基金の担当者より、連携の方法が今年は変わる可能性があること、

EPO ǹǿッフのインǿーンǷッププロǰラムについてや「福島再生 現地体験プロǰラム 

ふくしまみちさがし」について、担当から概要と参加募集の説明があった。 

また、連絡会議にあわせて、平成 29 年度境省環境教育・学習拠点における「ESD 推

進」のための実践拠点支援事業第 1 回アドバイǶリー・ボード会議が行われ、各地方

EPO もǪブǶーバー参加をした（詳細は ESD 拠点支援事業の項を参照）。 
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○福島再生 現地体験プロǰラム「ふくしまみちさがし」への参加 

期 日：平成 29 年 7 月 12 日（水）～14 日（金） 

会 場：除染情報プラǶ（福島市）、および県内各所 

参加者：15 名 

 

福島地域の環境再生に取り組む除染プラǶより、地球環境パートナーǷッププラǶを介

して、地方 EPO 担当者に向けて現地体験プロǰラムへの参加案内がなされた。 

これを受けて、プロǰラムに 1 名参加し復興に取組む地域の状況について把握した。 

今後の取組については、除染プラǶより GEOC 等へ連携提案をふまえ対応する。 

 

主な視察ǹǱǸュール 

月日、場所 主な内容 

7 月 12 日 

福島市、飯館村 

除染情報プラǶ見学、事前研修 

※移動日のため、同日夜より参加。 

7 月 13 日 

飯館村、南相馬市 

福島市 たかはし果樹園 

飯舘村 仮置場等 

南相馬市原町区 トǦモロǳǷ生産農地 

南相馬市小高区「双葉屋旅館」 

双葉町・大熊町中間貯蔵施設予定地（車窓のみ） 

川内村「共同復興推進支援ǻンǿー」 

7 月 14 日 

川内村、郡山市、福

島市 

三春町「薪商はぜるね」 

郡山市「酒蔵・仁井田本家」 

郡山市環境省県中・県南支所 

 

    
農業再生の取組として飼料用作物の  薪ǹトーブ利用者向けの「まき宅配ビǸネǹ」 

試験事業についての説明       についての視察 

 

 
〇環境調査研修所研修 環境パートナーǷップ研修への協力 

期 日：平成 29 年 10 月 5 日（木）～6 日（金） 

会 場：環境調査研修所（埼玉県所沢市） 

出席者：５０名（自治体職員） 

環境省環境調査研修所による環境パートナーǷップ研修に講師として出席して、地方

EPO の取組等を紹介するとともに、協働事例等をもとにした自治体との連携課題等につ

いて話題提供を行った。また、まとめのワーǯǷョップ等においてǳメントを行った。 
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○第 2 回全国 EPO 連絡会議 

期 日：平成 29 年 10 月 12 日（木） 

会 場：Ǧインǯあいち（愛知県名古屋市） 

全国の８つの EPO と地方環境事務所が集まり、各地方 EPO の今年度の事業について

情報共有し、協働取組事業、ESD 実践拠点支援

事業、および開設された ESD 地方ǻンǿーにつ

いて意見交換を行った。 

協働取組加速化事業について、ハンドブッǯ・

手引きについて進捗状況・方向性・今後のǹǱǸ

ュールの共有を行った。また ESD 実践拠点支援

事業に関し、拠点別の類型手法について検討を行

った。 

後継事業については、課題の同時解決を目的と

した事業が提案された。予算や対象の拡大につい

ても意見交換が行われた。 

 

○EPO 受託団体連絡会議 

期 日：平成２９年 10 月１３日（金） 

会 場：Ǧインǯあいち（愛知県名古屋市） 

全国の８つの EPO 受託団体が集まり、意見交換を行った。 

主な内容として、今年度の協働取組、ESD 拠点支援の事業成果の創出方向性や ESD

活動支援ǻンǿーとの連携実務について意見交換を行った。 

 

○ǨǯǹǫーǷョン 

期 日：平成２９年１０月 1３日（金）・１４日（土） 

会 場：四日市公害と環境未来館（三重県四日市市） 

および、Ǧインǯあいち（愛知県名古屋市） 

「四日市市の市民協働を事例に～自治体の協働のありようをまなびあう」として企画さ

れた今回のǨǯǹǫーǷョンでは、四日市市石油ǳンビナートによる公害の歴史と、産業

発展と環境保全を両立させたまちづくりのために、どのような市民協働が進んだかについ

て、四日市市職員や有識者、協働ǳーディネーǿーによる取組発表が行われた。 

  その後名古屋市に会場を移し、「マルȁǹテーǯホルȀーȀイアロǰ 2017」が 2 日

間に渡り実施され、中部地域の協働取組支援体制構築、多彩なǹテーǯホルȀー間のマッ

ȁンǰ促進のための場となった。EPO 中部が注力してきた協働取組加速化事業の成果報

告、協働ǳーディネーǿー育成の成果についての意見交換が行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四日市公害と環境未来館の見学       マルȁǹテーǯホルȀーȀイアロǰ 
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○環境教育担当者会議 

期 日：平成 29 年 11 月 17 日（金） 

会 場：ǹǿンȀード会議室虎ノ門ヒルǺ（東京都港区） 

EPO 事業に資するため、平成 29 年度地方公共団体環境教育担当者会議へのǪブǶー

バー出席を行った。国の環境教育や学習施策、および環境教育等促進法の施行状況等の説

明が行われた。 

 

○EPO ǹǿッフ・インǿーンǷップ・プロǰラムの受入れ 

EPO ǹǿッフのǹǭルアップと EPO ネットワーǯの強化・充実を目的とするインǿ

ーンǷップ（主催 GEOC）について、今年度は EPO 九州でインǿーンの受入れを行うこ

ととなり、関東 EPO より高橋朝美氏が参加した。インǿーンǷップでは、協働取組の第

2 回連絡会や協働取組フǩーラムに参加するとともに、ビǸǿーǻンǿー意見交換会のワ

ーǯǷョップでは、積極的に議論に参加し、関東での取組や事例を紹介してもらい、貴重

な相互参照の機会となった。 

 

主なǹǱǸュール 

月日、場所 主な内容 

12 月 13 日 

熊本市 
インǿーンǷップ受入れ、ǪリǨンテーǷョン 

12 月 14 日 

福岡市 

加速化事業第２回連絡会 

協働取組フǩーラム 

12 月 15 日 

熊本市、益城町等 
熊本地震の被災地域視察 

12 月 17 日 

水俣市 
くまもとǨǳ・ユーǹワーǯǷョップ 

12 月 18 日 

鹿児島県姶良市 
ビǸǿーǻンǿー意見交換会 

12 月 19 日 

鹿児島県姶良市 
桜島ビǸǿーǻンǿー視察 

 

 

○第３回全国 EPO 連絡会議 

期 日：平成 30 年 1 月 16 日（火） 

会 場：GEOC（東京都渋谷区） 

全国の８つの EPO と地方環境事務所が集ま

り、協働取組事業や ESD 拠点支援事等の情報共

有を行うとともに、次年度の同時解決事業や

ESD 推進等の業務について意見交換を行った。

とくに、協働取組の後継事業となる同時解決事業

について、SDGs を活用した取組となることか

ら、全国事業としてのǴールや成果の設定および

留意点等について協議した。 

 

○EPO 受託団体連絡会議 

期 日：平成 30 年 1 月 16 日（火） 

会 場：GEOC（東京都渋谷区） 

全国の８つの EPO 受託団体が集まり、次年度の全国事業を中心に意見交換を行った。

同時解決事業については、案件の掘り起こしや目標設定、想定される成果は何か等につい

て、各地域の状況を共有するとともに、意見交換を行った。 
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（２）ニーズに基づいた発信強化 
EPO 九州からの発信強化にあたり、情報発信に関するニーǺの把握をヒアリンǰやアンǱ

ートをとおして行い、発信活動に活用する。 

主な発信対象として、地域活性化、協働取組、ESD 推進に関心のある自治体やマǹǳミ、

事業者、団体等の各主体を想定し、次の成果目標を設定の上、これに取組んだ。 

 

 
 

 

成果目標に対する達成状況 

1. 関係ビǸǿーǻンǿーにメールマǬǸン ビǸǿーǻンǿー版への協力継続をお願

いし、関係ビǸǿーǻンǿーの情報を集約・発信した。各ǻンǿーの取組紹介を充

実させるなど、発信面での連携が深まった。 

2. 新規の環境系活動団体から情報を提供いただき、発信内容を充実させた。 

3. Ǧǧブǵイトの事業紹介を充実させ、発信強化・閲覧数や滞在時間アップに努め

た。 
4. 団体訪問などの機会を活かして、関係者へのインǿビューを５回実施し、Ǧǧブǵ

イト記事として掲載し、対話型ǳンテンツの発信を強化した。 

5. メルマǬの情報発信力を強化するため、メルマǬ登録者などを中心にニーǺに係る

アンǱート調査を実施した。今後、アンǱート結果をもとに、メルマǬの構成や掲

載内容等のブラッǷュアップを図った。 

 

① ニーǺの把握 

情報発信の強化にあたり、協働取組や ESD 推進に関するヒアリンǰ等にあわせて、

EPO 九州から発信される情報等への期待やニーǺ把握に努めた。メルマǬを購読する自

治体担当者からは、環境省関連や地域での協働取組の情報源として活用しているとの反応

をいただいた。 

また、メルマǬ読者に向けたアンǱート等を行い、掲載ǳンテンツに活用した。 

 

把握された情報ニーǺ 

・民間団体支援に関する情報（行政からの支援にないǵポート） 

・「情報」「人」「組織」「活動」「学び」がつながるための情報 

 

引き続きヒアリンǰやインǿビュー等の機会をとおして、情報ニーǺの把握を進めると

ともに、メルマǬ読者に向けたアンǱートについて、購読者はもとより、Ǧǧブや SNS

をとおして情報発信についてのニーǺ把握について第 3 四半期以降に行い。掲載ǳンテ

ンツへの活用を図った。 

この他、ユーǹと連携した政策提案ワーǯǷョップの場などにおいて、環境活動情報へ

•自治体関係者や読み手のニーズを把握し、独自コンテンツを充実させる
ことで、発信を強化させる。

目標

•自治体関係者への発信を強化する（８県、２０市町村担当者の登録）

•対話型コンテンツの発信（５件程度）

•地方センターメルマガの発行（ＶＣメルマガのバージョンアップ）

成果目標
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の関心やアǯǻǹ手法についてヒアリンǰ等を行った。 

 

インǿビュー等においても EPO からの情報発信について提案をいただき、「情報」

「人」「組織」「活動」「学び」がつながるための情報発信を行うために、情報発信へのニ

ーǺを探るアンǱートをメルマǬ読者に向けて実施した。 

また、ユーǹを対象としたワーǯǷョップの中で、若い世代の関心の方向を探り、

EPO 九州の活動展開を発信する手法についてヒアリンǰを行った。 

 

ヒアリンǰ実施状況 

月日、場所 ヒアリンǰ対象 ヒアリンǰ成果 

１２月１７日 

熊本県環境ǻン

ǿー 

熊本大学 法学部学生 

・環境に関する情報だけでなく、

観光や地域づくりなどの楽しめる

情報と合わさったものが大事。 

・近い人から紹介されることで、

情報に関心を持つことができる。 

・活動の現場には、一人では行き

にくい。友達と参加できるような

場があると関心も高まる。 

 

 

〇アンǱートの実施 

平成 29 年 12 月から平成３０年３月にかけ、メールマǬǸンの内容等についてのイン

ǿーネット上のアンǱートを実施し、終了までに 18 件の回答が寄せられた。 

回答者の属性は主に九州・沖縄各県在住者で、その他関東、東海、近畿などからも回答

があった。所属は NPO 法人等非営利団体、次いで自治体職員であった。 

配信内容のうち、役立っているものとして「EPO 九州からのお知らせ」「ビǸǿーǻン

ǿー等からのイベント情報」が挙げられた。 

メルマǬ購読後の環境活動の変化については、「ビǸǿーǻンǿー主催のイベントに参

加した」「ビǸǿーǻンǿーの SNS に登録した」との回答が多かった。 

EPO 九州からの発信に期待する情報として、環境に関する政策情報やイベント情報、

基金や助成金の情報についての要望が高い結果となった。 

これらの結果を踏まえ、ニーǺに沿った情報発信を行う。 

 

  
    

11

11

10

9

8

0

0 2 4 6 8 10 12

EPO九州からのお知らせ

ビǸǿーǻンǿー等からのイベント情報

関連情報

九州地方事務所からのご案内

ビǸǿーǻンǿー等のご紹介

特に役立っていない

配信内容の内、どのような記事がお役に立っていますか？（複数回答可）
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アンǱート結果から、国や自治体の環境政策、ビǸǿーǻンǿーを含むイベント情報へ

のニーǺが把握され、発信ǳンテンツとしての充実を引き続き図っていきたい。 

 

 

 

 

  

7

7

4

4

3

3

1

1

0

0 1 2 3 4 5 6 7 8

ビǸǿーǻンǿー主催のイベントに参加した

ビǸǿーǻンǿーのSNSに登録した

ビǸǿーǻンǿーのホームペーǸを閲覧した

ビǸǿーǻンǿーについての印象が変わった

ビǸǿーǻンǿーを実際に訪問した

初めてビǸǿーǻンǿーの存在を知った

環境団体で働いているため有益な情報となった

紹介されているイベント情報を自協会のǵイトで発信

特にない

メルマǬを受信して、あなたの環境活動についてどのような変化がありましたか（複数回答可）

14
13

12
11

10
10
10

1
1
1

0

0 2 4 6 8 10 12 14 16

環境に関する自治体の政策情報

環境に関するイベント情報

環境に関する国の政策情報

基金・助成金・事業に関する情報

ビǸǿーǻンǿーについての情報

EPO九州の活動についての情報

ESD活動や、ESD支援に関する情報

ボランティアの募集情報

環境団体による事故事例を収集・共有

九州各地の団体・NPOが開催するイベント情報

特にない

EPO九州に発信してほしい情報は何ですか？（複数回答可）
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② インǿビューによるǳンテンツの創出 

意見交換会などの機会を活かし、関係者へのインǿビューを行い、Ǧǧブǵイト記事

として掲載した（５件程度）。インǿビューにあたっては、インǿビュアー（聞き手）

として、運営委員や関係者の協力を得て取組

む。EPO ならびに九州地方ǻンǿーが取組む

活動を多面的に伝える場としてインǿビューを

位置づけ、活動内容だけでなく、インǿビュー

相手と連携した発信強化につながるよう、選定

した。 

インǿビュー結果については、EPO 九州や

ESD 活動支援ǻンǿーの HP に掲載し、広く

発信を行った。 

 

沖縄でのインǿビューの様子 

 

 

〇インǿビュー実施状況 

月日、場所 インǿビュー対象 主なインǿビュー項目 

7 月 6 日 

名護市内 

NPO 法人おきなわǰリー

ンネットワーǯ 理事長 

西原 隆 氏 

赤土等流出対策をはじめたきっか

けや事業をとおした対策活動の広

がり等について 

9 月 14 日 

大牟田市教育委

員会 

大牟田市教育委員会教育長 

安田 昌則 氏 

大牟田市が取組むユネǹǳǹǯー

ル活動のねらいや育成したい人物

像等について 

10 月 21 日 

大分市内 

NPO 法人 ABC 野外教育ǻ

ンǿー 代表理事 

藤谷 将誉 氏 

団体設立の経緯やǰリーンǮフト

プロǸǧǯトによる企業連携の取

組など 

11 月 1 日 

福岡市内 

福岡教育大学 

教授 石丸 哲史 氏 

ESD の実践に係る要点やǭャリア

教育をふまえた学びの展開など。 

12 月３日 

みやざきアート

ǻンǿー 

みやざきアートǻンǿー 

緒方 由紀子 氏 

ESD 拠点支援事業に参加した経

緯、人材育成の面でどのような力

が培われているかなど 
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③ 環境パートナーǷップ情報の発信 

ホームペーǸ・SNS、メールマǬǸン等を活用し、管内の環境パートナーǷップ情報

を次のとおり発信した。 

 

○ホームペーǸ・SNS 等の活用 

ǦǧブǵイトのデǶインを一部見直し、EPO 九州の取組をよりわかりやすく伝える工

夫を行った。 

ホームペーǸについて、EPO 九州の取組が十分には伝わっていないとの指摘を受け、

定例会議等での検討をふまえ、ǦǧブǵイトのデǶイン、レイアǦト、事業紹介の記載・

表記について見直しを行い改修した。 

引き続き、イベント等の開催時には、活動の様子をフǧイǹブッǯで発信し、鮮度の高

い情報の提供を行うとともに、インǿビュー記事のホームペーǸ掲載により、顔の見える

活動紹介やǳンテンツの充実を図った。 

主催事業の内容レポート掲載や、九州・沖縄地域の環境パートナーǷップ情報について

積極的に発信を行った。メールマǬǸンバッǯナンバーや公開記事のǿǰ設定を活用し、

閲覧者が知りたい情報を獲得できる工夫を行った。 

フǧイǹブッǯにおいては、訪問した現地からの即応性のある情報投稿や、ワーǯǷョ

ップの模様を投稿することで、鮮度ある情報提供の維持を図った。 

 

 

○メールマǬǸンの発行 

EPO 九州および九州地方環境事務所の事業や取組を中心に、各種連携するプロǰラム

等の周知や企画取組の広報に活用。毎月中旬と月末の 2 回配信。 

「九州地方 ESD 活動支援ǻンǿー」の開設を受け、中旬はビǸǿーǻンǿー・ESD

活動支援ǻンǿー版として配信。那覇自然環境事務所管轄の３ǻンǿーからも、引き続き

毎月記事をいただき、沖縄地域の情報が増加・充実した。 

月末の通常版は、主にＥＰＯ九州と九州地方環境事務所からのお知らせを配信。 

 EPO 九州、九州 ESD ǻンǿーおよび九州地方環境事務所の事業や取組を中心に、各

種連携するプロǰラム等の周知や企画取組の広報に活用。毎月中旬と月末の 2 回配信。 

中旬はビǸǿーǻンǿー・九州地方 ESD 活動支援ǻンǿー版として配信。那覇自然環

境事務所管轄の３ǻンǿーからも、引き続き毎月記事をいただき、活用していただいてい

る。 

月末の通常版は、主にＥＰＯ九州と九州地方環境事務所からのお知らせを配信した

（ESD 活動支援ǻンǿーからの情報は、ＥＰＯ九州からのお知らせとしてフǩロー）。 

 

 

メールマǬǸンの発行状況 

・通常版発行        4 月 29 日、5 月 31 日、6 月 30 日 

              ７月 29 日、８月 31 日、９月 30 日 

10 月 31 日、11 月 30 日、12 月 27 日 

1 月 31 日、2 月 28 日、３月 30 日 

・ビǸǿーǻンǿー版発行  4 月 15 日、5 月 16 日、6 月 15 日 

             ７月 15 日、８月 1５日、９月 15 日 

  10 月 14 日、11 月 1５日、12 月 15 日 

1 月 16 日、2 月 1５日、３月 15 日 
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○情報発信の状況 

ホームペーǸ（HP）、フǧイǹブッǯ（FB）、メールマǬǸン（メルマǬ）での発信状

況の概要は次の通りである。 

ホームペーǸでは定期的に行政情報などを確認し、九州・沖縄地区の環境パートナーǷ

ップ情報について積極的な発信を行った。フǧイǹブッǯでは、ESD 関連、協働取組、

ǰリーンǮフトプロǸǧǯトの情報を中心に情報を発信した。メールマǬǸンでは、ビǸ

ǿーǻンǿーと連携し、鮮度の高い情報収集を行うとともに、名刺交換等の機会をとおし

て、メルマǬへの登録を呼びかけた。 

12 月末にメールマǬǸンの登録者を中心に、EPO 九州の情報発信のニーǺを探るア

ンǱートを開始した。第 4 四半期では結果の分析と、発信への反映についての検討を行

った。登録者の関心の方向性や、購読後のアǯǷョンの変化についてデーǿを収集するこ

とができた。 

月 HP 投稿数 FB 投稿数 メルマǬ発行数 メルマǬ登録者数 

4 7 ５ ２ 
６９４ 5 １１ 3 2 

6 １３ ６ 2 
７ １ ８ ２ 

７０６ ８ ７ １ 2 
９ ５ ６ 2 

１０ ２ １２ ２ 

６７６ １１ ４ １６ ２ 

１２ ８ １８ ２ 

１ ７ １２ ２ 

６７８ ２ ７ ２２ ２ 

３ ５ １２ ２ 

 

 

○平成 28 年度ニューǹレǿーの発送 

平成 28 年度に発行した EPO 九州ニューǹレǿーを関係会合等で随時配布するととも

に、関係各所へ発送した。また、環境課題に取組む協働の場づくりに関する冊子も合わせ

て発送した。 

送付先区別 箇所数 

九州・沖縄管内の NPO・企業等団体 320 

環境学習拠点 8 

教育委員会教育ǻンǿー 8 

NPO ǻンǿー 64 

ビǸǿーǻンǿー 10 

EPO 事業関係団体（地方 EPO、委員等含む） ５0 

 

○平成２９年度ニューǹレǿーの発行 

平成 29 年度の活動状況をまとめたニューǹレǿー（年報）を発行するため、EPO 九

州の活動取組等、ǹトッǯ性の高い情報を中心に編集し、発行を行った。 

発行仕様 A4 版 16 ペーǸ（多色） 

発行部数 ３,０００部 

○マǹǳミ関係者登録推進、WEB 対策強化 

マǹǳミ関係者へのメールマǬǸン登録促進を目的に、九州・沖縄各県の新聞社、テレ
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ビ局等の情報発信先リǹトを作成した。第 4 四半期ではこのリǹトを元にメルマǬ登録

促進活動のほか、プレǹリリーǹを行い、マǹǳミ関係者との関係構築を図った。 

ホームペーǸに関しては、画面構成や記事のǫテǴライǺ改善を開始し、新規記事の投

稿を継続し EPO 九州の活動や、環境パートナーǷップに関わる事業の発信を行った。 

「情報発信リリーǹ候補一覧」については巻末に添付。 

3 月実施の「島しょ地域 ESD 交流会」においては、九州・沖縄の新聞社・テレビ局等

の報道各社、並びに島しょ部支局、80 社（本社・支局含む）に対し、フǩーラム開催の

周知とメルマǬ登録促進案内を行った。 

 

 

 

④リーフレット作成 

九州地方 ESD 活動支援ǻンǿーの開設を受け、EPO 九州のリーフレットをǻンǿー

機能も加えた内容に修正し、制作した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リーフレット（表面） 

 

 

リーフレット（中面）  
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⑤各種会合等への参加・周知活動 

 

○肥後水とみどりの愛護基金 環境講座の周知協力 

第２回 平成 29 年 10 月６日 1３：３０～１５：００ 

第３回 平成 29 年 12 月１日 1３：３０～１５：００ 

会 場：肥後の里山Ǯャラリー（熊本市）  

参加者：各回 30 名程度（主に熊本県内の一般市民） 

 

公益財団法人肥後の水とみどりの愛護基金が主催する連続講座について周知協力を行っ

た。阿蘇を主テーマにした環境講座が３回開催された。１０月６日の第２回講座は「九州

の野生生物と私たちの関わり」と題し、自然保護官より、阿蘇地域の希少動植物の紹介を

はじめ九州での野生生物業務の取組、ラムǵール条約の取組が紹介された。 

12 月１日の第 3 回講座は「阿蘇くじゅう国立公園の保護と利用の概要」のテーマで、

同管理事務所長より、公園計画制度としての保護と利用の面から規制や事業が定められて

いること、規定や管理運営などが事例も交え紹介された。また、国立公園満喫プロǸǧǯ

トでは、世界水準のナǷョナルパーǯを目指していることなどが紹介された。阿蘇におい

ては草原景観を守るために更なるボランティアや募金が必要なことが説明された。参加者

との質疑応答では、若手のボランティアの必要性が訴えられた。 

 

 

○くまもと未来ネット 第 2 回 SDGｓ学習会への参加 

期 日：平成 29 年 10 月 28 日 13 時 30 分～15 時 30 分 

会 場：味噌天神公民館（熊本市中央区） 

参加者：11 名 

情報収集の一環として、NPO 法人くまもと未

来ネット（旧 NPO 法人環境ネットワーǯくまも

と）主催による第 2 回 SDGs 学習会に参加し、

地域での SDGs に関する情報収集を進めた。現

役の中学校教員による学校における ESD や

SDGs の活動紹介や参加者による意見交換等が行

われた。また、出席者紹介の中で、EPO 九州や

ESD ǻンǿーの紹介を行った。教職員、自治体

職員の参加もあり、SDGｓや ESD に対する関心

の高さが伺えた。 

 

 

○熊本県沿岸地域再生官民連携フǩーラムの周知・取材 

期 日：平成 29 年１２月１日（金） １５時～１８時 

会 場：熊本テルǵ（熊本市中央区） 

参加者：１７０名 

本フǩーラムは、「海域環境の保全と改善」「環

境と防災の調和」「水産資源の回復と漁業振興」

の視点から、環境と調和し活き活きした沿岸地域

づくりを目標としている。 

170 名以上が参加した設立総会の中では、フ

ǩーラムの目標達成のために、大学・研究機関・

水産関係等、多様な関係者の科学的知見、情報を

共有していくことが強調された。設立総会、記念

講演の内容についてホームペーǸ、フǧイǹブッ

ǯ等でレポートした。 
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〇生物多様性熊本ǻミナーへの参加・情報発信 

期 日：平成 30 年 1 月 20 日（土） 

会 場：荒尾干潟及び荒尾市中央公民館 

主 催：熊本県 環境生活部 環境局 自然保護課 

      自然環境・公園班（自然環境講座係） 

熊本県荒尾市で行われた熊本県自然環境講座「生

物多様性くまもとǻミナー」に参加。会場はラムǵ

ール条約登録の荒尾干潟で、日本野鳥の会のǬイド

により、Ƿロȁドリ、メȀイȁドリ等の渡り鳥の観

察を行った。 

後半は、荒尾市中央公民館にて、熊本県希少野生

動植物検討委員による講義が行われ、ラムǵール条

約登録干潟の野鳥と熊本県の現状についての紹介が

なされた。当日の内容については、EPO 九州の HP

とフǧイǹブッǯにて発信を行った。 

 

 
 

（３）多様な協働取組の促進 
 

環境省「地域活性化に向けた協働取組の加速化事業」において採択された協議会・団体等へ

の伴走支援を進める。また、外部資金事業を活用し、多様な協働取組の支援を行った。 

 

 
 

成果目標に対する達成状況 

1. 協働取組加速化事業について、第 1 回連絡会を開催し、事業協力者を交えた協働

の加速化に取組んだ。とくに、田中委員や山口委員（現地視察）が出席いただけ

たことで、審査委員の視点から助言ならびに補足がなされ、採択団体のみならず

関係団体においても本事業の意図が直接伝わり、現場に携わる方々の問題意識な

どのフィードバッǯを得るなど、双方向の場とすることができた。 

2. 全国アドバイǶリー委員による採択団体へのインǿビューを行い、採択団体の活

動や本事業の取組について、新聞紙面および EPO 九州のホームペーǸにて発信す

る企画の調整を進めた。 

3. アドバイǶリー委員や地方審査委員による現地視察をǳーディネートし、事業関

係者らとの意見交換をとおして、協働や総括の視点でのアドバイǹをいただき、

採択団体の活動へフィードバッǯすることができた。 

•協働取組実践者による協働のノウハウが共有・発信され、地域における
協働を促進させている。

目標

•関係主体が協働により課題解決に取り組み、EPOの支援により協働の加
速化を図る。（１件）

•地域における中間支援の知見が発信される。（５件）

•外部資金を活用し、団体の基盤を強化する。（３件）

成果目標
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4. 行政担当者を交えた協働取組フǩーラムを開催し、協働取組を進める上での工夫

や論点を共有するとともに、政策協働の要点を整理・発信することができた。 

5. ǰリーンǮフトプロǸǧǯトにおいて、2016 年度の活動が終了した。のべ 6 回

のプロǰラムの企画や運営のǵポートをとおして、実施団体のネットワーǯ形成

やプロǰラムの充実を支援することができた。なお、3 県での総参加者数は 278

名であった。また、実施団体ごとにふりかえりの会議を行い、運営面や安全面等

についてよかった点・課題を共有し、改善点については、次年度の活動計画への

反映を図った。 

6. 協働取組加速化事業について、協働ǮャǶリンǰや中期計画の作成に向けて、3

年間の取組の総括の視点で助言を行った。また、ǹテーǯホルȀーへのアンǱー

ト調査を実施し、協働取組のメリットや協働意識の把握等を行った。 

7. 「政策協働の手引き」と「協働ハンドブッǯ vol.3」の編集ȁームのメンバーとし

て、協働プロǻǹの分析や伴走支援のノǦハǦの抽出を行い、５年間の事業から

得られた知見の取りまとめを行った。 

8. ǰリーンǮフトプロǸǧǯトについて、2018 年度の活動に向けた調整やプロǰ

ラムの開催支援を行った。とくに企画立案においては、プロǰラムのブラッǷュ

アップやネットワーǯの拡大、実施団体の活動基盤強化を念頭にアドバイǹを行

った。 

 

① 協働取組の加速化事業の地方支援事務局の運営 

環境省「平成２９年度地域活性化に向けた協働取組の加速化事業」について、地方支援

事務局として、加速化事業の公募の周知と問い合わせに対応し、応募団体への相談対応を

強化した。採択団体決定後は、採択を受けた団体との連絡調整を行い、月次報告に基づく

経過確認と助言を行うとともに、連絡会の開催や現地視察、協議会への出席対応、および

必要に応じて、団体への個別訪問を行った。また、協働ǮャǶリンǰ（成果報告会）での

発表資料や中期計画の作成にあたり、３年間の取組の総括の視点でアドバイǹを行うとと

もに、ǹテーǯホルȀーを対象としたアンǱートを実施し、協働参加のメリットや意識の

変化を把握した。 

また、全国事務局が開催する作業部会や編集会議に参加し、「政策協働の手引き」と

「協働ハンドブッǯ vol.3」の執筆作業や知見の取りまとめを行った。 

 

○審査への対応 

書類審査 

同事業に応募のあった８件に係る書類審査に携わった。また、地方環境事務所ととも

に、全ての応募案件（団体）に対して面談（6 件）や電話（2 件）によるヒアリンǰを行

い、実施主体の状況、取組む協議会活動や地域環境要因等を考慮し、事業内容等について

ǳメント・指摘事項を整理した。 

 

応募団体・ヒアリンǰ実施状況 

 団体所在地 団体属性 月日等 

1 福岡県 NPO 法人 4 月 17 日（月）・面談 

2 福岡県 NPO 法人 4 月 18 日（火）・面談 

3 大分県 NPO 法人 4 月 13 日（木）・面談 

4 鹿児島県 NPO 法人 4 月 13 日（木）・面談 

5 鹿児島県 NPO 法人 4 月 13 日（木）・面談 

6 鹿児島県 NPO 法人 4 月 13 日（木）・面談 

7 鹿児島県 任意団体 4 月 17 日（月）・電話 

8 沖縄県 NPO 法人 4 月 18 日（火）・電話 
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地方審査委員会の開催 

九州地方環境事務所が地方審査委員会を開催し、審

査委員４名による審査が行われた。EPO 九州は地方支

援事務局として、審査委員会の運営に携わり、情報収

集・ヒアリンǰ等に基づいた審査委員への説明補助の

他、外部委員３名の謝金と旅費の支払事務を行った。 

 

 

審査会の様子    

 

審査委員 

所属・役職 氏 名 備 考 

長崎大学 経済学部 准教授 山口 純哉 審査委員長 

NPO 法人ǰリーンǷティ福岡理事 志賀 壮史  

毎日新聞社 医療福祉部長 田中 泰義 全国アドバイǶリー委員 

九州地方環境事務所環境対策課 課長 萩ノ脇 裕司  

 

採択団体 

審査委員会の結果、次の団体が九州・沖縄ブロッǯから採択された。 

団体名 事業名 

NPO 法人おきなわǰリーンネッ

トワーǯ 

おきなわ地域“美ら島・美ら海”連携プロǸ

ǧǯト 

また、採択にあたっては審査委員より要望事項、取組にあたっての留意点が示され、 

これをふまえて事業に着手することとなった。 

 

 

○連絡会の開催状況 

 開催日 開催地 備 考 

第１回 7 月 6 日 沖縄県国頭郡東村 
事業概要の共有、取り組み手法に

ついて意見交換。 

第２回 12 月 14 日 福岡県福岡市 
地方審査委員の山口委員、志賀委

員が出席 

 

第 1 回連絡会の開催 

採択団体、九州地方環境事務所および審査委員会委員を交え第 1 回連絡会を開催し

た。連絡会では、EPO 九州より今年度の事業や年間ǹǱǸュール、ツール等の説明を行

い、続いて採択団体による事業内容の紹介が行われた。また、審査委員より委員会での要

望事項に対するアドバイǹをいただくとともに、いままでの取組の総括について、意見交

換を行った。 

また、連絡会終了後、全国アドバイǶリー委員である田中泰義委員より、おきなわǰリ

ーンネットワーǯの西原隆理事長へのインǿビューが行われた。インǿビュー結果は 8

月 2 日発行の毎日新聞に掲載され、沖縄特有の環境課題である赤土流出問題や本事業の

取組を広く発信する機会となった。なお、EPO 九州でも、インǿビューの様子を HP に

掲載し、採択団体の活動発信を行った。 

期 日：平成２９年７月６日（木）１４時～１６時 

会 場：東村役場 会議室（沖縄県国頭郡） 

参加者：16 名 
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活動地視察 

翌 7 日には活動地視察として、東村のȁャレンǸ農場やǵトǦǭビ畑を訪問し、ベȁ

バーの生育状況や流出対策効果を確認するとともに、農業環境ǳーディネーǿーより、農

家さんへのアプローȁの工夫や課題等の説明を受けた。また、参加した他地域のǳーディ

ネーǿーより、緑肥や心土破砕の効果に係る質問もあり、ǳーディネーǿーの技術向上を

図る意見交換の機会ともなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 回連絡会の様子            現地視察の様子 

〇第 2 回連絡会の開催 

採択団体、九州地方環境事務所、審査委員および全国支援事務局を交え、第２回連絡会

を開催した。 

採択団体より 3 年間の取組に係る中間報告が行われ、環境保全、地域活性化、パート

ナーǷップの効果について、委員をはじめとする出席者より多くのアドバイǹをいただく

ことができた。支援事務局として、連絡会での要望や提案をふまえ、協働ǮャǶリンǰや

中期計画の作成に向けてフǩローしていく。また、農業環境ǳーディネーǿーや県担当者

へのヒアリンǰで得たǳメントについても、パートナーǷップ形成や政策協働の視点で整

理し、伴走支援のノǦハǦとしてまとめていく。 

2 月に開催される成果報告会に向け、成果創出に向けた取組の整理や中期計画のブラッ

Ƿュアップ等の必要性が確認された。意見交換の内容については別紙を参照。 

期 日：平成 29 年 12 月 14 日（木）10 時～12 時 

会 場：久留米大学福岡ǵテライト（福岡市中央区） 

主な議題： 

（１）協働取組加速化事業の進捗について（地方支援事務局） 

（２）採択団体による事業進捗の報告・意見交換 

（３）報告会・中期計画（フǩーマット）について 

 
          会議の様子       
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〇採択団体への支援取組 

NPO 法人おきなわǰリーンネットワーǯ 

事業名：おきなわ地域“美ら島・美ら海”連携プロǸǧǯト 

 

採択団体とは主に電話やメールをとおして、取組の進捗状況や今後の予定等について共

有を行うとともに、団体からの問合せに対しては、適宜必要な取組事例を収集し、情報提

供を行った。 

月日、場所 取組内容 

６月上旬 

電話・メール 

審査会での採択理由等をふまえ、第 1 回連絡会開催に向けた連絡調整を行っ

た。連絡会は、採択団体の活動地域にて開催する旨を伝え、主要な関係者とと

もに、当事業の趣旨や成果獲得に向けた取り組みについて確認を行った。ま

た、連絡会に審査委員出席を調整し、具体的な審査論点を共有する場づくりに

ついて調整を行った。 

7 月 6 日 

東村役場 

第 1 回連絡会。本事業の目的や活動内容の確認を行うとともに、審査会での

指摘事項への対応や事業の総括にむけた取組等について協議した。 

7 月 7 日 

東村、大宜味村 

東村のȁャレンǸ農場やǵトǦǭビ畑への視察を行った。また、農業環境ǳー

ディネーǿーより、赤土対策における普及・実践の工夫や課題等について説明

を受けた。 

7 月 28 日 

恩納村ふれあい

体験学習ǻンǿ

ー 

第 1 回協議会（情報交流会）。本事業の主要関係者となる７市町村の自治体

担当者とǳーディネーǿー、および県の 4 つの部署や研究所など総勢 30 名

の関係者が出席するなど、第 1 回連絡会をとおして関係者間に目的意識や役

割分担についての動機が強化されたことにより、協働のネットワーǯに地域的

な広がりと専門的な厚みが生まれた。 

また、ǳーディネーǿーをǳアメンバーとすることで、ǳーディネーǿーを配

置している各自治体との情報共有や連携が促進されており、8 月に本事業で開

催した技術見学会では、他地域での開催を希望する声があり、県営農支援課の

事業での対応が検討されるなど、県の事業形成にインパǯトを与えるǱーǹも

生まれている。今後も政策協働の視点で、好事例の把握・収集に努める。 

10 月 23 日 

恩納村 

３R 全国大会への出席のため来沖した全国アドバイǶリー委員（１名）による

活動地視察へ同行。恩納村のǵトǦǭビ畑を訪問し、農地からの赤土等流出の

現状と農業環境ǳーディネーǿーと連携した対策活動について説明を受けた。

また、農業環境ǳーディネーǿーとの協働が拡がっていることについて意見交

換を行った。 

11 月 21 日 

恩納村 

地方審査委員（１名）による活動地視察へ同行。修学旅行生によるǵンǴの苗

づくり体験とǵトǦǭビ畑でのǰリーンベルト植栽活動の視察を行った。ǵン

Ǵの植付体験を行う漁業組合と農業環境ǳーディネーǿーが役割分担し、体験

活動を受入れるなど、地域ぐるみでの受入れ体制づくりが進んでいることを確

認した。 

11 月 22 日 

那覇市 

第 2 回連絡会と協働取組フǩーラムの打合せ。県営農支援課担当者、採択団

体とともに連絡会での報告内容やフǩーラムの企画について協議を行った。ま

た、県担当者には政策協働とパートナーǷップの視点でヒアリンǰを行った。 

２月５日 

那覇市内 

採択団体の事務所にて、協働ǮャǶリンǰでのプレǼン資料やǳミュニǱーǷ

ョンǿイムの進行等について打合せ。ǳミュニǱーǷョンǿイムでは①農業ǳ

ーディネーǿーをǳアメンバーとした農地での対策推進、②漁業関係者との協

働取組の実践、③ベȁバーǪイルの商品化検討や企業連携を軸に、協働の歩み

を紹介することした。 

2 月 6 日 

恩納村 

 

第 2 回協議会への参加。農業環境ǳーディネーǿー、県・市町村担当者、研

究機関等の関係者が 24 名参加し、今年度の活動内容と成果の共有が行われ

た。とくに、今年度は農業環境ǳーディネーǿーのネットワーǯをとおした対

策の推進、漁業関係者など新しい SH の巻き込みと連携した対策活動を軸に、

企業との接点強化など、多様なǹテーǯホルȀーとの協働取組を進めることが

できた。また、出席者へのアンǱート調査を実施し、協働取組のメリットや協

働意識の把握等を行った。 
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全国アドバイǶリー委員による活動地視察 

期 日：平成 29 年 10 月 23 日（月） 

場 所：恩納村の農地（沖縄県恩納村） 

全国アドバイǶリー委員：１名 鬼沢 良子氏 

３R 全国大会へ出席するため、沖縄を訪問した

全国アドバイǶリー委員とともに、恩納村の活動

地への視察を行った。採択団体の代表者および恩

納村の農業環境ǳーディネーǿーより、今年度の

活動内容や農地での赤土対策の状況・課題等につ

いて、説明が行われた。また、これまでの取組の

総括について、アドバイǶリー委員より、当事者

が実感している成果をもとにまとめてはどうか、

とのアドバイǹがあった。 

意見交換の様子 

 

修学旅行生によるǰリーンベルト植栽活動の視察と専門家助言 

期 日：平成 29 年 11 月 21 日（火） 

場 所：恩納漁港、恩納村情報文化ǻンǿー、および村内の農地（沖縄県恩納村） 

専門家：志賀 壮史氏 

参加者： 20 名 

神奈川県内より修学旅行で訪問した小学生の体験プロǰラムとして、海の保全のための

ǵンǴ苗づくりと農地でのǰリーンベルト植栽が行われた。体験の受入れにあたっては、

恩納村担当者、農業環境ǳーディネーǿー、採択団体が中心となり、恩納村の漁業組合や

恩納村情報文化ǻンǿーと協働し、プロǰラム企画や現地との調整が行われた。今回の受

入れをとおして、村内の多様な主体が観光体験、環境保全、地域活性化などの視点で連

携・協働し、村外からの訪問客の受入れる体制づくりを進める機会となった。 

また、今帰仁村の農業環境ǳーディネーǿーがǪブǶーバー参加するなど、恩納村での

対策活動や受入れノǦハǦを共有する機会ともなった。今後も、農業環境ǳーディネーǿ

ーが各地域での活動に参加することで、対策活動のノǦハǦの水平展開が進むことが期待

される。志賀氏より、取組の効果算出について、社会的費用対効果（SROI）の視点よ

り、算出された数値の意味や価値をわかりやすく説明する必要性が指摘され、第 2 回連

絡会に向けた論点整理が行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ǵンǴ苗づくり体験の様子        ǰリーンベルト植栽活動の様子 
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○協働ǮャǶリンǰ（成果報告会）への参加 

期 日：平成 30 年 2 月 17 日（土） 

会 場：国連大学（東京都渋谷区） 

出席者：約１００名 

プロǰラム名：「協働ǮャǶリンǰ 2018～環境×協働の未来を考える～」 

プロǰラム内容： 

１．アピールǿイム：協働の視点で活動内容のǷョートプレǼン 

各採択団体より、協働取組のプロǻǹやǹテーǯホルȀーマップの変容を中心に活動内

容の紹介を行い、協働による成果を共有した。また、各 EPO より「団体が担った中間支

援機能」についてǳメントを行った。 

２．話題提供 

国連大学ǵǹテイナビリティ高等研究所の渡辺綱男氏より、「地域の協働で新たな流れ

を」と題して話題提供が行われ、SDGs の紹介と佐渡市におけるトǭと共生した町づくり

の事例紹介がなされた。 

３．ǳミュニǱーǷョンǿイム：事業担当者と参加者が直接質疑応答・意見交換 

前半のポǹǿーǻッǷョンと後半のǰループワーǯの 2 部構成で行われ、ブーǹごと

に各団体が活動紹介と参加者との質疑、意見交換を行った。ポǹǿーǻッǷョンでは、参

加者が記入した付箋に基づき、団体担当者との質疑応答が行われ、活動内容や協働の進め

方に関して理解を深めた。ǰループワーǯでは、「活動のあゆみ」と「ǹテーǯホルȀー

マップの変容」をもとに、EPO 担当者がファǷリテーǷョンを行いながら取組内容を掘

り下げ、協働の観点で重要な事項をピッǯアップし、参加者との対話をとおして、協働の

促進要因や阻害要因等について理解を深め、協働ノǦハǦの共有を図った。 

３年連続の取組ということで、関心の高い参加者が多く、ネットワーǯの広がりと対策

の充実、各ǹテーǯホルȀー間の役割分担や関係強化の面について、「3 年間の取組だか

らこそ達成できた成果ですね」というǳメントもいただき、協働取組を継続していくこと

の重要性と成果の大きさを共有する機会となった。 

 

    
アピールǿイムの様子       ǳミュニǱーǷョンǿイムの様子 

 

 

 

〇全国支援事務局との連携 

地方支援事務局による伴走支援にあたっては、必要な情報等を全国支援事務局に照会し

連携をはかった。 

作業部会等に出席し、各ブロッǯでの進捗状況を共有するとともに、協働のノǦハǦを

まとめた「協働ハンドブッǯ vol.3」および「政策協働の手引き」の内容検討を行った。

協働ハンドブッǯは「協働の場の回し方（協働のプロǻǹ）」をテーマに全体構成や事例

の検討に取組み、協働ハンドブッǯの掲載事例として NPO 法人くすの木自然館の取組、

政策協働の手引編集において全採択案件の基礎情報フǩームと好事例紹介フǩーマットを

作成し、掲載事例として NPO 法人おきなわǰリーンネットワーǯの取組を紹介した。 
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    協働ハンドブッǯ         政策協働の手引き 

        「協働の仕組」      「環境保全からの政策協働Ǭイド」 

 

打合せ等の状況 

月日、場所 取組内容 

7 月 3 日 

GEOC 

政策協働の手引き第 1 回編集会議 

5 か年の事業成果をとりまとめ、行政担当者等における協働促

進につながる冊子としてとりまとめることが確認された。

EPO 九州では、「マルȁǹテーǯホルȀープロǻǹ」につい

て担当し、関連する事例等を紹介することとした。 

8 月 2 日 

ミューǶ川崎 

協働取組第 1 回作業部会。「協働の場の回し方（協働のプロ

ǻǹ）」をテーマに協働ハンドブッǯを作成することとなり、

ワーǯǷョップ形式で、全体構成や事例の検討を行った。 

9 月 20 日 

GEOC 

政策協働の手引き第 2 回編集会議 

第 1 回編集会議をふまえ、章立てをもとに意見交換し、記載

内容や構成についての調整を行った。 

第 2 回 EPO 連絡会において提案することとした。 

10 月 18 日 

日本 NPO ǻン

ǿー（東京都千

代田区） 

協働取組第 2 回作業部会。ハンドブッǯに掲載する 2 事例を

選定するための意見交換、および協働ǮャǶリンǰの内容につ

いての企画検討を行った。 

12 月 5 日 

GEOC 

政策協働の手引き第 3 回編集会議。第 2 回全国 EPO 連絡会

での議論やアドバイǶリー委員からのアドバイǹをふまえ、記

載内容や構成について意見交換を行い、各執筆担当者が加筆修

正作業を進めた。 

２月１６日 

GEOC（東京都

渋谷区） 

協働取組第３回作業部会。EPO の伴走支援のふりかえりを行

った。ǮャǶリンǰ資料である「活動の歩み」をもとに「見立

て」と「打ち手」という視点でふりかえり、伴走支援のノǦハ

Ǧの分析と共有を行った。 
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②協働フǩーラムの開催 

「協働取組加速化事業」の採択を受け、モデル事業の実証に取り組んできた団体によ

る、事業の成果を共有・発信するフǩーラムを開催した。採択された５団体と協働取組に

参画した自治体担当者による活動紹介が行われた。活動紹介では「ネットワーǯ型政策協

働の取組」「未利用資源活用型政策協働の取組」「マルȁǹテーǯホルȀー型政策協働の取

組」の 3 つのǫテǴリーに分けて、ǻッǷョンが行われた。また、パネルディǹǫッǷ

ョンでは、3 名のアドバイǶーと団体・自治体担当者との意見交換がなされ、官民協働を

推進するための工夫やノǦハǦを共有する機会となった。また、地域での協働促進に向け

た政策協働の要点として、「得意分野を活かす・信頼関係を築く」、「もう一歩“川上”の

ことを話しあう」、「ǽーǷャルǭャピǿルのプラットフǩーム」などのǭーワードを参加

者と共有することができた。 

フǩーラムの配布資料、参加者のǳメント、アンǱート結果については巻末に添付。 

 

期 日：平成 29 年 12 月 14 日（木）14 時～17 時 

会 場：久留米大学福岡ǵテライト（福岡市中央区） 

参加者：34 名（うち、事例紹介者 10 名、関係者 7 名、ǹǿッフ 3 名） 

後 援：久留米大学 経済社会研究所 

 

 
団体による活動紹介の様子 

 

 

 
○協働取組フǩーラムの開催に向けた調整 

フǩーラムの開催にあたり、採択団体と関係自治体、およびアドバイǶーを訪問し、企

画説明と協力依頼を行った。 

採択団体・関係自治体等との打合せ状況 

 訪問先 訪問日 

採択団体 

NPO 法人 ǰリーンǷティ福岡 11 月 9 日 

一般社団法人 小浜温泉ǨネルǮー 11 月 2 日 

NPO 法人 くすの木自然館 11 月 2 日 

NPO 法人 筑後川流域連携倶楽部 11 月 9 日 

NPO 法人 おきなわǰリーンネットワーǯ 11 月 22 日 

関係自治体 

福岡県企画・地域振興部広域地域振興課 11 月 1 日 

雲仙市環境水道部環境政策課 11 月 2 日 

霧島市市民環境部環境衛生課 11 月 2 日 

久留米市商工観光労働部新産業創出支援課 11 月 1 日 

沖縄県農林水産部営農支援課 11 月 22 日 
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アドバイǶ

ー 

長崎大学経済学部 准教授 山口 純哉 12 月 4 日 

NPO 法人ǰリーンǷティ福岡 

理事 志賀 壮史 
11 月 1 日 

特定非営利活動法人 持続可能な社会をつく

る元気ネット 事務局長 鬼沢 良子 
12 月 5 日 

広報依頼 
福岡市市民局ǳミュニティ推進部 

市民公益活動推進課 
11 月 9 日 

 
 

③その他 協働取組の促進と支援 

地域で環境保全に取り組む団体や、地方自治体、企業、個人等の活動を推進し、より一

層地域に根差した活動に深化させるため、各主体間のネットワーǯ構築を推進し、必要な

指導・助言を行った。あわせて EPO 九州の窓口運営をとおして問合せ・依頼のある活動

をもとに、協働取組に発展させこれを支援する。 

また、その一環として各主体から発案される政策提案について積極的に支援し、必要に

応じて意見交換を行う。具体的な案件支援にあたっては、運営委員等と連携しながら取組

を強化する。 

 

○アーǹǦィーǯくまもと 

各種関係企画について検討する実行委員会に参画し、ノーマイǫーパレードおよび講演

会・パネルディǹǫッǷョンに参加した。 

実行委員会へ参画 

月日、場所 打合せ内容 

４月１4 日 

熊本学園大学 

アーǹǦィーǯくまもと第4回実行委員会。  

4/19 のノーマイǫーパレード、4/23 講演会・パネルディǹǫッǷ

ョン関して最終打ち合わせ。 

（ノーマイǫーパレードの順路、講演会・パネルディǹǫッǷョンの会

場配置など。） 

４月１9 日 ノーマイǫーパレード参加 

４月 23 日 講演会・パネルディǹǫッǷョン参加 

2018 年 

2 月 5 日 

アーǹǦィーǯくまもと２０１８の活動方針について協議。 

ノーマイǫーパレード、EV バǹについての啓発に取組むことが確認さ

れた。 

 

 

  
ノーマイǫーデーパレード（通町）の様子         講演会の様子 
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○温暖化防止活動推進ǻンǿー推進員研修会への協力 

NPO 法人くまもと温暖化対策ǻンǿー等より推

進員研修の依頼があり、SDGｓや ESD を含めた情

報提供を行い、研修に協力した。 

研修では、協働取組の事例をもとに多主体による

連携の必要性を提案し、温暖化防止活動における地

域ぐるみの取組みについて推進員の役割や関りにつ

いて活動モデルを提示した。 

研修をとおして、持続社会づくりに向けた多主体

の関りについて認識が高まるとともに、参加者から

は、行政と連携した活動づくりについて、実践事例の紹介があり、参加者間の情報交流が

促進された。このほか、宮崎県、福岡県の推進員研修会へ協力した。 

 

ǻンǿー 日程 

熊本県地球温暖化防止活動推進ǻンǿー 
6 月 28 日（水）、7 月 10 日（月） 

7 月 12 日（水）、18 日（火） 

熊本市地球温暖化防止活動推進ǻンǿー 6 月 3 日（土） 

宮崎県地球温暖化防止活動推進ǻンǿー 
7 月 5 日（水）、6 日（木）、7 日

（金） 

福岡県地球温暖化防止活動推進ǻンǿー ９月 13日（水） 

 

 
熊本県温暖化防止活動推進ǻンǿー研修の様子 

 

 

○全労済 地域助成審査への協力 

全労済が全国で募集する地域助成（子ども分野・環境分野・防災分野）について、西日

本ブロッǯ審査員（中・四国、九州）として応募案件の一次審査（書類）ならびに二次審

査（審査会）へ協力した。 

 

審査会 

日時 平成２９年６月７日 

会場 全労災西日本本部会議室 

 

審査会では、地域課題に応じた取組について、活動の将来性や地域との連携等を視点に

助言等を交えながらこれに対応した。 

九州・沖縄地域の採択団体は次の通りである。 
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県 団体名 活動名 

福岡県 Little Hands  

小学校や地域の方と連携した、地域に住

む子どもたち・親子対象のイベントの企

画開催  

佐賀県 開成っ子はぐくみ会  開成ライトファンǿǸー  

熊本県 球磨湿地研究会  

熊本県球磨地域における希少種生息湿地

の保全と地域一体となった再生・維持活

動  

大分県 大分人権教育ワーǯǷョップ研究会  多文化中高生交流会＆進路ǬイȀンǹ  

宮崎県 NPO 法人宮崎 21 高齢者福祉研究会  
困難を抱える子どもや親の居場所作りと

南宮崎芸術大学の開催  

宮崎県 高千穂町吹奏楽連合会【tzedakah】 熊本地震被災地支援 異世代交流事業  

鹿児島県 特定非営利活動法人かごしま自然学校 
親子・地域ぐるみの体験活動を通した廃

校活用モデル事業  

 

全労災地域貢献助成事業 

http://www.zenrosai.coop/zenrosai/csr/joseijigyou.html 

 

○国際ボランティアワーǯǭャンプ「未来職道」への協力 

 高校生有志による実行委員会と熊本市国際交流振興事業団が連携し、様々な社会活動に

ついて高校生が分科会を企画し意見交換を行うプロǰラムが開催された。 

 同プロǰラム内において、地域の活動団体・支援団体の取組を紹介する企画への協力依

頼があり、EPO 九州ならびに九州地方 ESD 活動支援ǻンǿーの取組を、リーフレット、

SDGｓの PR 映像等を交えて紹介した。 

 参加者は、ESD そのものが初めて知る言葉であり、言葉の説明をとおして持続社会づ

くりの大切さについて理解を広げる機会となった。 

 

日 時 平成 29 年８月９日 19 時～21 時 

会 場 国立阿蘇青少年交流の家 研修室 

参加者 80 名（熊本県内外の高校生や大学生） 

 

〇熊本市環境活動団体連絡会議への参加 

熊本市温暖化防止活動推進ǻンǿーの呼びかけにより、熊本市内で活動する団体間の活

動連携に向けた意見交換会が開催された。 

具体的な協働・連携には至っていないが、ESD の推進や SDGｓの動向について情報提

供し、環境団体における拠点登録や普及啓発促進を呼びかけた。 

日 時：平成 29 年 10 月 3 日（火） 

会 場：熊本市西部環境工場 

参加団体：5 団体 

 

〇水俣地域づくり活動団体意見交換会への参加 

水俣地域で活動する事業者、団体が集まり、地域づくり活動のネットワーǯづくりや、

新しい取組みづくりに向けた意見交換を行った。 

国立水俣病総合研究ǻンǿー総務課よりお声がけいただき、ESD 等に関する話題提供

と活動づくりに向けたファǷリテーǷョンを行った。 

意見交換をとおして、新たな組織や事業を立ち上げるのではなく、それぞれが持ってい

る資源を必要に応じて連携させるǯラǦド型の関り方を進めることが合意された。 
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日 時：平成２９年 10 月 25 日（水） 

会 場：田中商店会議室（水俣市） 

参加団体：５団体 

 

 
○熊本市生物多様性ミニǷンポǸǦムへの参加 

熊本市では平成 28 年 3 月に熊本市生物多様性地域戦略を策定したことから、生物多

様性に関する取組を行っている活動団体等を交えたミニǷンポǸǦムを開催することとな

り、EPO 九州も出席対応を行った。 

 

期 日：平成 30 年 3 月 4 日（日） 

会 場：熊本市動植物園（熊本市） 

出席者：約 90 名 

 熊本市生物多様性地域戦略の策定に係った

有識者、NPO、企業、および高校生約 90 名が

出席した。ポǹǿーǻッǷョンでは、ポǹǿー

ǻッǷョンでは、EPO 九州および九州 ESD ǻ

ンǿーのパネル展示を行い、取組の紹介を行っ

た。また、ワーǯǷョップはワールドǫフǧ形

式で行われ、テーブルごとに 6 名前後の出席者

が集まり、お互いの活動を紹介しながら質疑応

答を行い、取組への理解を深めた。 

ǷンポǸǦムへの参加をとおして、熊本市内

で生物多様性の保全や普及啓発に取り組んでいる団体・企業との接点を持つことができ

た。また、高校生が取組む環境活動の情報収集を行った。今後、ユーǹの環境活動の支援

や発信に向けて、連携した取組につなげていきたい。 
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（４）地域ぐるみの ESD 推進 
環境教育・ESD に係るプラットフǩーム形成に向けて、「ESD に関するǰローバルア

ǯǷョンプロǰラム国内実施計画」をふまえ、関係機関や団体、ǹテーǯホルȀー等と連

携し、ESD に関する情報を積極的に収集・発信し、地域ぐるみのＥＳＤ推進を支援す

る。 

各分野における ESD 活動の強化に向けた支援を行う他、環境省「平成 29 年度環境教

育・学習における「ESD 推進」のための実践拠点支援事業」（以下、ESD 推進拠点支援

事業）を実施する。推進拠点支援にあわせて、若者による意見交換の場づくりにも取り組

む。 

 

 

 
取り組みにあたっては、九州地方 ESD 活動支援ǻンǿーの周知を行い、同ǻンǿーの取り

組みと連携させる。 

 

 
成果目標に対する達成状況 

1. ESD 実践拠点支援事業について、３つの拠点において、推進会議を開催し、拠点

ごとの成果目標に対する達成状況の共有と意見交換を行うとともに、EPO の支援

内容の整理および中間の成果の取りまとめを進め、事業関係者とともに活動推進

に取組んだ。 

2. ESD 実践拠点支援事業の取組として、熊本県環境ǻンǿー等と連携し、大学生を

対象としたワーǯǷョップを水俣市で開催した。県環境ǻンǿーや水俣病資料館

等の見学やワーǯǷョップをとおして、若者目線で施設の展示や学びの場づくり

等について提案とメッǻーǸを発信した。 

3. ビǸǿーǻンǿー意見交換会を開催し、ビǸǿーǻンǿー間の関係促進を進める

とともに、ESD 推進に向けた理解促進を図るため、拠点登録を含む情報提供や意

見交換の場づくりを行った。 

4. 自然体験施設ネットワーǯ交流会に参加し、各施設の活動情報を収集するととも

に、EPO 九州および地方 ESD ǻンǿーの紹介を行い、ESD 推進ネットワーǯ形

成に向けた拠点登録の紹介等を行った。 

5. 九州環境教育ミーティンǰについて、平成 30 年 2 月に開催し、地域における防

災の視点と環境教育の関りについて意見交換を行った。また、「地域 ESD 活動推

進拠点」の紹介を行い、周知を図った。 

 

•地域ぐるみのＥＳＤ推進に向けて、ESD推進を担う地域主体の取り組みを把握
し、ネットワーク推進を図る。

•ビジターセンターを始めとする自然系拠点を巻き込んだESD推進を図る。

•若者の持続社会づくりについての関心が高まり、環境政策に関する提案を促進
させる。

•九州地域の環境教育ネットワークが促進され、様々な地域課題と環境教育・Ｅ
ＳＤが連携した場づくりが促進させる。

目標

•ESD推進拠点の支援を行い、地域における先導的拠点化を図る。（３件）

•若者からの環境政策に関する発信が行われる。（５件）

•自然系拠点が取り組む活動やフィールドの魅力が発信される。（１０件）

•地域課題が環境教育ＥＳＤの視点から広く発信される（５件）

成果目標
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① 環境省「ESD 推進拠点支援事業」 地方支援事務局の運営 

九州・沖縄地域より支援拠点先を 3 か所選定し、協働プラットフǩームの設置、推進

計画による ESD 推進、推進会議の開催など地方支援事務局として必要な業務を行う。 

 

〇アドバイǶリー・ボード会議への出席 

全国支援事務局が開催した、各ブロッǯより推薦された専門家・有識者等から構成され

るアドバイǶリーボード会議に出席し、拠点支援にあたっての目的や獲得成果、支援手法

等についての議論を共有し、地域における拠点支援の参考とした。 

 

アドバイǶリーボード会議の概要 

日 時 平成２９年６月 8 日 １０：００－１２：００ 

会 場 地球環境パートナーǷッププラǶ 

出席者 アドバイǶリー委員、地方事務所担当官、地方 EPO 担当者 

 

アドバイǶリー委員 

及川 幸彦（全国） 
東京大学海洋アライアンǹ 

海洋教育促進研究ǻンǿー 主幹研究員 

高田 朝子（全国） 
法政大学院 

イノベーǷョン･マネǸメト研究科 教授 

三上 直之（北海道） 
北海道大学高等教育推進機構 

高等教育研究部高等教育推進部門 准教授 

遠藤 智栄（東北） 地域社会デǶイン・ラボ 代表 

大塚 明 （関東） 持続可能な開発のための教育推進会議 理事 

大鹿 聖公（中部） 愛知教育大学 理科教室講座 教授 

大野 智彦（近畿） 金沢大学人間社会研究域 法学系 准教授 

西村 仁志（中国） 
広島修道大学人間環境学部 教授 

環境共育事務所ǫラーǺ代表 

近森 憲助（四国） 鳴門教育大学大学院学校教育研究 特命教授 

富田 剛史（九州） トミǿプロデューǹ 代表 
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○地域 ESD 実践拠点への支援 

支援対象拠点と支援における視点 

支援対象拠点 支援における視点 

北九州まなびと 

ESD ǹテーǷョン 

（福岡県） 

企業の ESD に対する理解度を向上させるための方策及

び地域の ESD 活動へ参画するための動機付けを明らか

にすること。 

熊本県 

環境ǻンǿー 

（熊本県） 

地域の行政、環境・社会学習施設、学校等が地域資源をも

とに連携して、ESD の人材育成に取り組むために必要と

される要件等を明らかにすること。 

日南市子育て 

支援ǻンǿー 

ことこと 

（宮崎県） 

多様な主体が地域資源のもとで ESD 活動に取り組むた

めの地域ネットワーǯを形成する過程等を明らかにする

こと。 

 

 

 

推進拠点における支援状況 

 

■北九州まなびと ESD ǹテーǷョン 

協働プラットフǩームメンバー 

所属・役職 氏 名 

北九州市立大学 地域創生学群 学群長 眞鍋 和博 

北九州まなびと ESD ǹテーǷョン 特任教員 宮原 昌宏 

北九州市環境局環境学習課 ESD 推進係長 武冨 里枝 

北九州市立大学地域・研究支援課 地域貢献係長 小嶺 一彰 

北九州 ESD 協議会 事務局長 増田 政徳 

一般社団法人ピープラǹ 代表理事 原水 敦 

株式会社人材屋 代表取締役 西内 孝綱 

 

取組内容 

「地域 ESD 学びあいフǩーラム」において、地域での学びづくりの事例を広く周知す

るため、北九州まなびと ESD ǹテーǷョンよりその取組を紹介する機会とした。 

なお、高校生・大学生を対象とした「マイプロǸǧǯト」のǹǿートアップ合宿

（9/16-18）の 2 日目に参加し、活動の進捗把握と社会人参加者へのヒアリンǰを行う

予定であったが、台風の九州上陸により参加を見送ることとなった（ǹǿートアップ合宿

は実施）。 

 

企業関係者へのヒアリンǰを行い、企業が ESD 活動に協力した経緯やメリット等の把

握を行った。また、第 2 回推進会議を開催し、成果目標に対する達成状況を共有すると

ともに、企業の ESD 活動への参画を促す要因について意見交換を行い、企業の若手職員

を対象とした研修実施の可能性について協議した。 

 

評価会議や全国成果共有会に向けて、取組の総括と成果の取りまとめを行った。評価会

議では、拠点の変化や強化された機能、および企業が ESD 活動に参画する動機付けにつ

いて意見交換を行い、活動の成果を共有した。 

また、マイプロ九州大会に参加し、高校生・大学生の活動内容を把握するとともに、若
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者に ESD 活動に対して関心を持ってもらう工夫や ESD 活動を継続させるために必要な

ǵポート等について、参加者と意見交換を行った。 

 

月日、場所 取組内容 

5 月 2 日 

北九州まなびと 

ESD ǹテーǷョン 

ESD 実践拠点支援の打診。参加者 4 名。 

昨年度の取組をふまえ、大学生を対象としたプロǰラムを開催す

るとともに、社会人伴走者の配置や企業の参画を促す仕組みづく

りについて検討を行った。 

6 月 2 日 

北九州まなびと 

ESD ǹテーǷョン 

事業関係者打合せ。参加者 4 名。 

ESD 拠点支援事業の実施計画案をもとに協働プラットフǩームの

メンバーや全体企画、企業の巻き込み等について協議を行った。

プロǰラムとしては、高校生対象のマイプロǸǧǯトに大学生の

参加を呼びかけ、社会人のメンǿーを配置する方針が決定した。 

6 月 22 日 

北九州まなびと 

ESD ǹテーǷョン 

第 1 回推進会議開催。参加者 12 名。 

地方事務所及び EPO 九州より、本事業の趣旨や目的等について

紹介後、北九州まなびと ESD ǹテーǷョン側より、今年度の活

動内容の提案が行われた。企業の巻き込みについては、人材派遣

やǭャリア教育を行う企業のネットワーǯを活用し、活動への協

賛募集や人材派遣への働きかけを強化する。 

7 月８日 

メール 

主にメールにて、企画主旨ならびに事例発表の方法について連

絡相談し、調整を行った。 

8 月 23 日 

ホテルニューǬイ

ア ǪームǿǬーデ

ン（大牟田市） 

地域 ESD 学びあいフǩーラムにて、まなびと ESD ǹテーǷ

ョンが取組んでいるマイプロǸǧǯトの事例紹介が行われた。 

10 月 10 日 

まなびと ESD ǹ

テーǷョン 

マイプロǸǧǯトのǹǿートアップ合宿の内容や企業の参画要

因等について意見交換を行った。 

10 月 10 日 

まなびとESDǹテ

ーǷョン 

ESD 活動支援ǻンǿーの ESD レポーǿー事業との連携。社

会人ユーǹ ESD レポーǿーの九州・沖縄ブロッǯ担当である

與儀滝太氏による、北九州まなびと ESD ǹテーǷョンへの訪

問をǳーディネートし、インǿビューに同席した。 

1 月 19 日 

まなびとESDǹテ

ーǷョン 

評価会議に向けた打合せ。活動内容や成果等の確認を行うとと

もに、年内の活動予定や次年度の事業計画等を共有した。 

1 月 25 日 

まなびと ESD ǹ

テーǷョン 

評価会議の開催。出席者は 10 名。拠点の変化や強化された機

能、および企業が ESD 活動に参画する動機付けについて意見

交換を行い、活動の成果を共有した。 

また、社会人のǳミュニǱーǷョン能力等の向上を目的とする

研修の機会として、マイプロを位置づけることで、企業の参加

メリットを可視化できるのではないかとの意見があった。 

2 月 24 日 

西日本工業大学 小

倉ǭャンパǹ（北

九州市） 

マイプロ九州大会に参加。高校生を中心に関係者約 100 名が

出席。九州・四国地方の高校生 19 ȁームと大学生 3 名によ

る活動報告が行われた。マイプロに取組んだ感想として「主体

的に考えることができるようになった」「責任感が増した」

「自分に自信がついた」などのǳメントがあり、マイプロの教

育効果の高さを実感した。 

3 月 14 日 

まなびと ESD ǹ

テーǷョン 

次年度の拠点支援事業の方向性について、拠点関係者と意見交

換を行った。マイプロに係る関係者（高校生・社会人など）の

意識の変容の把握や企業との連携強化を軸にした活動ができな

いかとの提案があった。 
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成果 

協働プラットフǩームのメンバーに、人材派遣会社が参画したことで、新しい企業への

アプローȁが可能となり、マイプロにより多くの社会人が協力することにつながった。ま

た、CSR の一環として社員を派遣する企業もあり、企業を巻き込むためのインǻンティ

ブが明らかになりつつある。今後は、協力企業へのヒアリンǰ等を行い、ESD 活動に対

するインǻンティブのあり方等について検討を行いたい。 

 

また、大牟田市教育委員会の主催による「ユネǹǳǹǯール・ESD 研修会」の分科会

の一つとして開催した「地域 ESD 学びあいフǩーラム」において、北九州まなびと ESD

ǹテーǷョンの事例を紹介した。事例紹介をとおして、若者が主体となった ESD 取組を

教育委員会等の学校関係者に周知し、ネットワーǯ形成の機会を提供できた。 

また、水俣市と日南市における拠点支援事業の担当者との事例共有をとおして、それぞ

れの取組を相互参照し、ノǦハǦや工夫を学びあう機会となり、拠点間ネットワーǯを形

成する土台作りができた。 

 

企業関係者へのヒアリンǰをとおして、マイプロǸǧǯトに係るメリットとして、学生

への伴走支援による対人ǹǭルの向上や社会貢献・地域活性化への寄与、学生のベンȁャ

ー意識の醸成などが挙げられた。一方、企業へのアプローȁとして「社会貢献」だけでは

訴求力が弱いことから、「社員の人材育成」に焦点を絞った研修を設計できないか検討を

進めることとなった。 

8 月 23 日に開催した ESD 学びあいフǩーラムをきっかけに、鹿児島大学の井倉洋二

准教授が学生を引率して、北九州まなびと ESD ǹテーǷョンを訪問するなど、ESD や地

域づくりをǭーワードに実践者や学生による交流が進んでいる。 

 

目標に対する成果 

企業が ESD 活動に参画する動機付けとして、以下の点を把握することができた。 

①高校生対象のマイプロに大学生が参加することで、企業の「採用意欲」を刺激し、マ

イプロに対する関心度が高まり、活動に協力する社会人や協賛する企業が増加した。 

マイプロ 社会人協力者の数 協賛企業の数 

2016 年度の活動 ３７名 ４社 

2017 年度の活動 ９８名 ６社 

増 加 ６１名 ２社 

 

②社会人協力者を増やす工夫として、学生へのフǩローアップの機会を月 2 回程度開

催するとともに、参加者をマイプロ関係者に限定せず、広く参加を呼びかけたことで、活

動の途中で関心を持った社会人が参加しやすくなる環境を整えたことが挙げられる。 

③マイプロへの参加を「社会貢献」ではなく、社員のǳミュニǱーǷョン能力等を向上

させる「研修の機会」と位置付けることで、企業の参加を促す可能性が高まることがわか

った。 

④また、本年度の取組のアǦトǫムとして、マイプロと社会人の研修を兼ねたプロǰラ

ム「SDGs 社内リーȀー育成講座」が、次年度開催されることとなった（主催：北九州

ESD 協議会）。 
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■熊本県環境ǻンǿー 

協働プラットフǩームメンバー 

所属・役職 氏 名 

熊本大学教育学部 教授 宮瀬 美津子 

水俣環境アǫデミア 所長 古賀 実 

水俣市立水俣病資料館  副館長 草野 徹也 

（社）環不知火プランニンǰ  代表理事 森山 亜矢子 

熊本県教育委員会 義務教育課 指導主事 土肥 弘実 

熊本県立水俣高校 教諭 春木 誠仁 

熊本県環境立県推進課 環境計画班  大和 由奈 

熊本県環境ǻンǿー 

館長 篠原 亮太 

副館長 金丸 政治 

主任技師 宮崎 康平 

指導員 

淵上 正信 

森山 祐一 

坂本 彰 

国立水俣病総合研究ǻンǿー 総務課長 三宅 俊一 

 

取組内容 

第 1 回推進会議を開催し、今年度の取組方針等について協議した。具体的には、①

ESD プロǰラム意見交換会（熊本県環境ǻンǿー、水俣病資料館と連携）、②ユーǹによ

る政策提案ワーǯǷョップ、③水俣学習に取組む学校等へのヒアリンǰ、④ESD 推進に

向けた発信の場を検討した。推進会議をふまえ、各取り組みについて着手し日程調整等を

行った。 

また、連携拠点となっている水俣環境アǫデミアよりǷンポǸǦムへの協力依頼があ

り、ESD 推進、ネットワーǯ形成について話題提供を行った。 

「地域 ESD 学びあいフǩーラム」では、水俣学習の現状について環不知火プランニン

ǰ森山氏より ESD としての学習活動や水俣で学びを深める意義について発表いただき、

拠点間連携の必要性が示された。 

 

環境学習施設等が連携促進するため、協働プラットフǩームメンバーを招き ESD プロ

ǰラム意見交換会を実施し、各施設の活動内容を共有・意見交換を行った。参加者から、

とくに、水俣病資料館によるǬイドの内容について、ESD の要素が豊富であるとの高い

評価があった。 

熊本大学の学生を対象に行った熊本県環境ǻンǿー等の施設見学とワーǯǷョップで

は、若者目線での学びづくりや施設展示のアイディアの提案が行われた。 

また、水俣学習に取組む九州内外の高校・中学校へのヒアリンǰを行い、水俣での学び

に対する期待や事前準備から事後学習までの学びのǫリǭュラム等について聞き取りを行

った。 

第 2 回推進会議では、取組状況の共有と水俣での学びを深めるための施設間の連携や

情報共有・発信のあり方等について意見交換を行った。また、水俣の取組について県外の

学校からも高い注目を得ていることから、地域全体での学びの受入れ体制づくりが求めら

れている。 

 

プロǰラム検討会 

熊本県環境ǻンǿーが主催する「ǨǳロǸǹトリーȀー養成講座」について、ESD の

視点を取り入れながら、次年度の企画につなげる意見交換の場づくりを行った。 

現状のプロǰラムについて説明を受け、プロǰラムの内容や取り組み方について以下の

提案等が出された。 

・ǿーǲットとして、新しい参加者のすそ野を広げるためのプロǰラム 
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・ESD 的には双方向の時間を確保する 

・熊本県内の環境学習拠点や既存プロǰラムとの連携 

・研修後の受け皿をさらに広げて紹介する 

・研修名称をもっとǽフトなものにする 

などの意見が出された。 

 

第３回推進会議（評価会議） 

４つの取組み（プロǰラム意見交換、教員アンǱート、若者 WS,ESD プロǰラム検

討）をふまえ、ふりかえりと意見交換を行った。 

熊本県環境ǻンǿーの取組を軸としながら、水俣病資料館、水俣病情報ǻンǿー、環

境アǫデミア等、各拠点の強みやメッǻーǸが共有されたことで、連携を継続させてい

くことが確認された。 

 

月日、場所 取組内容 

5 月 29 日 

熊本県環境ǻンǿー 

熊本県環境ǻンǿーリニューアル検討会への参加（15 名出席） 

ǻンǿーの展示等の見直しにあたり、ESD の視点からメッǻーǸを発信

していただくなどの点について助言等を行った。 

今年度の ESD 拠点支援事業とも連携しながら活動に取り組むことを提

案した。 

6 月 21 日 

水俣高校 

推進会議にかかる、協働プラットフǩームのメンバーとしての参加につ

いて打診し、可能な範囲での協力と情報共有に向けた参加について検討

いただくこととなった。 

6 月 21 日 

熊本県環境ǻンǿー 

推進会議に向けて、日程調整を行い７月１９日での開催について合意し

た。 

昨年度の取組を踏まえつつ、地域での ESD 人材育成に向けた活動づくり

を推進会議にて検討することとした。 

6 月 21 日 

環不知火プランニン

ǰ 水俣事務所 

今年度の企画連携について、水俣で学ぶ学校等のニーǺや取組状況をヒ

アリンǰ等をとおして把握するとともに、ESD のモデルプロǰラム作

成について意見交換した。 

６月２９日 

水俣病資料館 

推進会議にかかる、協働プラットフǩームのメンバーとしての参加につ

いて打診し、可能な範囲での協力と情報共有に向けた参加について了解

をいただいた。 

７月１９日 

熊本県環境ǻンǿー 

推進会議の開催 15 名 

昨年度の取組をふまえ、新たに推進メンバーを加えて今年度の支援活動

について協議を行った。 

ESD プロǰラム意見交換、ユーǹによるワーǯǷョップ、学校等へのヒ

アリンǰを行い、とりまとめ成果発表の場づくりを行うことが確認され

た。 

８月９日 

熊本県環境ǻンǿー 

ESD プロǰラム意見交換の日程案について調整した。 

開催日を 11 月 14 日とし、準備を進めることとした。 

９月 22 日 

打合せ 

EPO 九州 

水俣学習に取組む学校等へのヒアリンǰについて、環不知火プランニン

ǰ森山氏と打合せ。 

関西、福岡県内の高校、中学校の担当教諭へのアンǱート等について検

討した。 

９月 27 日 

打合せ 

熊本大学 

 

若者や学生の視点から環境啓発施設のアピール方法や展示等について意

見交換、提案する場としてワーǯǷョップを開催する企画について、熊

本大学環境安全ǻンǿーを訪問し意見交換を行った。 

政策提案等に関心の高い研究室を紹介いただき、連携に向けた打診を進

めることとした。 

10 月 20 日 

甲南女子高等学校（神

戸市） 

環不知火プランニンǰの森山代表とともに、水俣への研修旅行を毎年実

施している甲南女子高校を訪問。「探求」の授業での水俣病についての事

前学習の視察や担当教員への聞き取り等を行った。 
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10 月 26 日 

水俣環境アǫデミア

等 

甲南女子高校の「探求水俣研修旅行」に同行し、水俣学習の展開を視察。

また、プロǰラムに応じて、活動のǵポートを行った。 

11 月 14 日 

熊本県環境ǻンǿー

等 

プロǰラム意見交換会の開催。出席者は協働プラットフǩームメンバー

７組織。熊本県環境ǻンǿーおよび水俣病資料館の実際のプロǰラムを

見学後、意見交換を行い、プロǰラムや説明内容等について提案を行っ

た。 

11 月 14 日 

熊本県環境ǻンǿー 

第 2 回推進会議の開催。出席者 11 名。今年度事業の進捗状況を共有す

るとともに、12 月に予定されているワーǯǷョップの企画内容について

協議した。また、地域 ESD 推進拠点登録についての紹介を行った。 

11 月 15 日 

成穎中学校（佐賀市） 

水俣学習に取組む私立中学の活動や取組をヒアリンǰ。 

11 月 16 日 

筑紫野市立二日市中

学校 

水俣学習に取組む公立中学の活動や取組をヒアリンǰ。 

12 月 17 日 

熊本県環境ǻンǿー

等 

熊本大学の学生を対象に、県環境ǻンǿーや水俣病資料館等の見学およ

びワーǯǷョップを開催した。参加者 16 名。ワーǯǷョップでの意見

交換とおして、若者目線で施設の展示や学びの場づくり等について提案

とメッǻーǸを発信した。 

1 月 23 日 

環不知火プランニン

ǰ事務所 

１２月に開催したワーǯǷョップでの意見について、環不知火プランニ

ンǰ森山氏と意見交換。 

 

1 月 30 日 

電話・メール 

２月８日のプロǰラム検討 WS について熊本県環境ǻンǿーと進め方の

確認。 

2 月 8 日 

熊本県環境ǻンǿー 

プロǰラム検討ワーǯǷョップの実施 

熊本県環境ǻンǿーが主催する「ǨǳロǸǹトリーȀー養成講座」を題

材に、企画プロǰラムの見直しに向けたワーǯǷョップを開催。 

2 月 8 日 

熊本県環境ǻンǿー 

第３回推進会議（評価会議）の開催。出席者 11 名。今年度事業の進捗

状況を共有するとともに、12 月に予定されているワーǯǷョップの企

画内容について協議した。また、地域 ESD 推進拠点登録についての紹

介を行った。 

 

 

成果 

取組みの目標となる、関係拠点が連携し資源を活用しながら人材育成に取り組むための

要件を明らかにするために、各取り組みの位置づけが明確になった。 

 

ESD プロǰラム意見交換会：主要な拠点のもつプロǰラムを相互参照する機会となって

拠点同士が連携できる点を明らかする。 

若者ワーǯǷョップ：ユーǹの視点を活かした政策提案の場をとおして、人材育成に求

められる ESD プロǰラムとして要点を整理する。 

水俣学習ヒアリンǰ：水俣学習に取り組む教員等のニーǺや課題などを把握すること

で、人材育成の基本的な要件整理とし、ESD プロǰラムのモデルを検討する。 

プロǰラム検討：水俣での ESD 学習活動のモデルを検討することで、地域ぐるみでの

ESD 推進に必要な要件を明らかにする。 

 

各施設のプロǰラム情報交換、ワーǯǷョップ、学びのヒアリンǰなどの個別の取組を

ふまえ、ESD プロǰラムの企画検討を進めた。また、環境ǻンǿーによるǨǳロǸǹト

リーȀー養成講座への ESD に関する内容の導入など、今後の取組の拡大について議論が

なされた。ワーǯǷョップでの意見交換の成果として、大学生より、若者を巻き込む手法

として、若者を対象としたǨǳツアーの企画、企画イベントにおけるボランティアの募集
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（ボランティアバǹなど）、観光面と連携した魅力の発信などが提案された。 

一方、教員の学びの場として研修プロǰラム化できないかとの提案もあったことから、

各施設への期待やニーǺをふまえ、施設ごとのプロǰラムのブラッǷュアップや熊本県環

境ǻンǿー、水俣病資料館、水俣環境アǫデミアなどの地域拠点の連携強化が図れるよ

う、関係構築をǵポートしていきたい。 

 

ヒアリンǰにより得られた成果 

・水俣学習において、現地を見て、当事者から話を聞くことの意義は大きい。 

・身近な生活課題につながる様々な社会の課題、歴史がつながっている（平和学習の

場合、歴史的な大きさは確かにあるが、現在の生活実感を生徒にもってもらう工夫が

相当程度必要）。 

・生活につながる環境課題は生徒の改善や提案によって、家庭や地域で少しずつ変え

ていくなどの事後活動につなげやすい。 

・指導する側の知見、教材づくりが大変だが、教員の研修先としても水俣地域は様々

な形で受け入れてくれる。 

 

 

目標に対する成果 

関係拠点が連携し資源を活用しながら人材育成に取り組むための要件について、次の点

が明らかとなった。 

・地域の関係拠点が保有するプロǰラム、人材、施設についての強み、主題、メッǻー

Ǹを相互に把握する機会を持続的に持つ（担当者が交代した場合でも情報が共有される状

態を作る）。 

・新たな活力として、高校生や大学生などの若者を巻き込むことで、各拠点の持つ特性

やプロǰラムのアップデートが行われる（児童・生徒対象からユーǹ対象プロǰラムへの

強化）。 

・関係拠点が役割分担して取組むプロǰラムを共有することで、協働した人材育成が促

進される。 

 

一方、課題として、参加受講者や見学者に ESD の考え方が直接的に共有されるには至っ

ていない。 

水俣学習が環境学習と人権学習の両面から取組むなど、ESD として特徴的であることを

各拠点が積極的に発信できるような関係者間の理解を深める必要がある。 
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■日南市子育て支援ǻンǿー ことこと 

協働プラットフǩームメンバー 

所属・役職 氏 名 

みやざきアートǻンǿー（運営：NPO） 緒方 由紀子 

日南市こども課 森山 佐知江 

都城西高校教諭（宮崎県高校生文化連盟） 串間 弥生 

宮崎大学 教育学部教授 藤元 嘉安 

宮崎県 環境森林部 みやざきǹǮ活用推進室 外山 賢 

㈱内田洋行（パワープレイǹ特命部長） 若杉 浩一 

㈱良品計画 小山  裕介 

 

取組内容 

昨年の反省を受け、学校側の負担が重くならないようあらかじめǹǱǸュールを調整し

た活動計画により、具体的な支援活動（高校生木育デǶインプロǸǧǯト）が始まった。

デǶイナー（内田洋行、良品計画）の参画についても、高校生を巻き込んだプロǸǧǯト

への関心の高さと地域づくり・人づくりとして理解いただき、継続していただくこととな

った。第 1 回ワーǯǷョップでの飫肥杉を扱う現場視察やデǶイナーのプレǼンを受

け、高校生たちが企画提案をしていく段階に入った。 

また、大牟田市で行われた「地域 ESD 学びあいフǩーラム」では、子育て支援ǻンǿ

ーことことの事例を紹介し、取組の特徴や教育関係者からの期待に、拠点としての自負や

自信を促す機会となった。 

なお、12 月 3 日に宮崎市内で行われる木育・森育楽会から参加協力のǪファーが来て

いる。 

 

今期は、具体的な支援活動である「高校生木育デǶインプロǸǧǯト」が本格化し、高

校生と支援する多様なǹテーǯホルȀーとのやり取りが見られた。 

また、本事業を契機として、宮崎にて「第３回木育・森育楽会」が開催され、ESD 拠

点支援事業をとおした高校生の木育デǶインプロǸǧǯトについて、全国からの参加者に

紹介されている。 

 

評価会議の日程調整を行い、評価会議を実施。取組の総括と成果の取りまとめ、次年度

についての話し合いを行った。 

GEOC の藤本氏を迎え、評価会議では、本年度の活動に至る宮崎での２年間の取組が

紹介され、これまでの成果と見えてきた課題について協議した。 

 

 

 

月日、場所 取組内容 

５月 25 日 

電話・メール 

本年度について関係者に打診、日程調整 

6 月 15 日 

電話・メール 

高校文化連盟への協力要請および調整 

6 月 22 日 

電話・メール 

プロǸǧǯト企画書の共有、7/15 第１回ワーǯǷョップの概要共

有 
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6 月 30 

みやざきアートǻ

ンǿー 

第１回プラットフǩーム（高校生木育デǶインプロǸǧǯト協議

会）会議。参加者６名。 

全体ǹǱǸュールの了承、高校側との日程すり合わせおよび高文

連、県環境森林課ǹǮ活用推進室の協力を得、第１回ワーǯǷョッ

プに向けて内容を協議。 

７月 15 日 

日南市子育て支援

ǻンǿー「ことこ

と」、創客創人ǻ

ンǿー 

地場産業の振興と ESD 推進を図る、高校生木育デǶインプロǸǧǯ

ト第 1 回ワーǯǷョップを開催。 

プラットホームメンバーの南那珂森林組合関係者より飫肥杉の紹

介・製材体験、「ことこと」の所長から施設の目的や昨年の取組作

品の紹介、デǶイナーからは職業選択の経緯やデǶイン現場のきび

しさ・やりがいなどが語られた。これを受け、今後高校生たちが企

画提案をしていく予定（10 月）。 

この様子は、テレビ宮崎にて当日夕方放映され、後日宮崎日日新聞

にも掲載された。 

７月 23 日 

みやざきアートǻ

ンǿー 

日南市こども課職員、子育て支援ǻンǿー「ことこと」所長と、本

年度の目標や今後のǹǱǸュール等の確認を行った。 

8 月 23 日 

ホテルニューǬイ

ア ǪームǿǬーデ

ン（大牟田市） 

地域 ESD 学びあいフǩーラムにて、日南市子育て支援ǻンǿー「こ

とこと」が拠点となり、高校生木育デǶインプロǸǧǯトをとおし

林業の振興と人材育成に取組んでいることや日南市の子育て支援施

設としての取組の事例紹介がなされた。 

大牟田市副市長から視察の打診があった（11 月頃の予定）。 

１０月９日 

みやざき NPO・

協働支援ǻンǿー 

高校生木育デǶインプロǸǧǯト ワーǯǷョップ２を開催。高校生

５ǰループが企画を発表、アドバイǹを受け企画やデǶインを再考

し、次回のプレǼンへ導いた。 

終了後、第 2 回推進会議を開催。参加１５名。これまでの効果と課

題の整理を行なった。高校生の視野が広がったとの報告と共に、今

後県内の高校教育関係者は高文連全国大会等を控え協力の時間が取

れないとの課題が出た。また、予定していた次回会議（11/19 評価

会議）は、メンバーの本業の都合で延期となったことが伝達され

た。多様な SH でいかに ESD 活動への参画を継続するか今後検討す

ることが確認された。 

合わせて、日南市こども課・子育て支援ǻンǿー職員へのヒアリン

ǰを行い、地域 ESD 学びあいフǩーラムへの参加により、教育界か

らの支持で自信を得たり、視察へと関係者との繋がりが出来たこと

がわかった。 

１２月 3 日 

みやざきアートǻ

ンǿー 

高校生木育デǶインプロǸǧǯト参加５ǰループによる企画と試作

のプレǼンが行われた。 

また、同会場にて行われた「第３回木育・森育楽会」の分科会に

て、宮崎県の取組として「高校生木育デǶインプロǸǧǯト」が紹

介された。同様に、日南市子育て支援ǻンǿー「ことこと」も別の

分科会にて開設前後の事例紹介がなされた。 

2 月 12 日 

みやざきアートǻ

ンǿー 

評価会議の開催。出席者８名。 

これまでの経過報告後、本年度の評価と次年度からについて話し合

いが持たれた。 

生徒を直接デǶイナーに触れさせたいとの高校の先生の声に始ま

り、拠点となり得る日南の新施設と関係を結び、昨年からの ESD 拠

点事業をとおし、木材産業に関わる関係者、教育者、官、民がネッ

トワーǯでつながり高校生の ESD 活動を支援した総括、および事業

後も継続できる形について検討がなされた。 
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成果  

県外の遠隔地から協働フǩーラムのメンバーを参集することができた。地場産業への協

力（南那珂森林組合の現場視察・製材体験の場の提供、飫肥杉の資料提供・説明）、デǶイ

ナーとの連携により、今年の活動、目標について共通認識が出来た。 

８月の「地域 ESD 学びあいフǩーラム」にて、子育て支援ǻンǿー「ことこと」の所長

に事例発表をしてもらったことで、拠点としての意識の高まりや、教育関係者との接触で

活動への自負が高まったのではないかと思われる。 

 

地域の問題解決と参加体験型の ESD 手法＊を取り入れた高校生への木育デǶインプロ

Ǹǧǯトでは、高校生の視野が広がったり、ǰループでの話し合いや作業、大人との関わ

りを通して、ǳミュニǱーǷョン能力が高まりやお互いに学びあう姿がみられた。提案さ

れた積木系おもちゃも、市場にない発想や日南市に寄り添った案などǯǪリティーが高か

った。 

また、日南市の子育て支援ǻンǿー「ことこと」では、地域と繋がることを参考にワー

ǯǷョップ開催などを行われた。利用実績も目標を超えており（12/24 来場者３万

人）、視察も増えている（11 末時点 205 件、約３千人）。 

１２月 3 日の「第３回木育・森育楽会」は、宮崎での「高校生の木育デǶインプロǸ

ǧǯト」活動が誘致要因のひとつとなっており、分科会では ESD 拠点支援事業をとおし

た高校生の木育デǶインプロǸǧǯトが全国からの参加者に紹介された。楽会では、函館

での大学生・専門学校生対象の木育プロǸǧǯトも報告され、宮崎県内での地元の素材を

使っての若者とのǳラボレーǷョンが他地域でも関心を持たれて、活動のモデルとなりつ

つある。活動を広げていく上での課題（先生方の負担感、移動に係る経費負担など）はあ

るが、宮崎の高校生を軸とした ESD 活動として広げることができた。 

＊自治体や組合の協力を得ての現場体験（林業組合視察・体験、子育て支援ǻンǿー視

察、こどもの観察など）、製品化へのプロボノ協力（高校生へのワーǯǷョップ、試作へ

のアドバイǹ・制作協力、デǶイン・プレǼン審査など） 

 

目標に対する成果 

行政も民間も含め一つのことに向う協議会ができたことは、今後の大きな柱になり、木

を通じて世代間のつながりが持てことは成果の一つである。 

企業や専門家のǹテーǯホルȀーとして、高校生のǭャリア形成に関わることは、社会

貢献であると同時に地域に根差したネットワーǯへの参画窓口となる。こうした点が魅力

となって、積極的な関りを引き出せたと言える。 

参加した高校生には、人とのつながりや人へのアプローȁなど、ものづくり以上の大事

な部分に関心が高まる変化が見られた。とくに、宮崎工業高校では、高校生と SH や木材

産業の方々との連携が進み、デǶイン会社や地元の木材産業への就職希望も出ている。 

また、本取組のアǦトǫムとして、デǶイナーを通し、函館にて大学生・専門学校生の

木育デǶインの取組として波及している。 

 

 

 

○ESD 実践拠点支援事業 成果共有会 

期 日：平成 30 年 2 月 27 日（火） 

会 場：GEOC（東京都渋谷区） 

出席者：３３名 

全国の EPO とアドバイǶーが出席し、成果共有会議が開催された。各 EPO の担当者

より、拠点の変容や伴走支援の内容をふまえた活動報告が行われた。また、各アドバイǶ

ーより、拠点の価値やポテンǷャルについてǳメントがなされた。 
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② ESD 推進に向けたビǸǿーǻンǿー意見交換会の開催 

 

○ビǸǿーǻンǿー等との連携 

環境省自然系拠点との連携強化、また ESD 推進取組の一つとして、ビǸǿーǻンǿー

との連携を図った。 

九州・沖縄に 8 か所ある環境省直轄ビǸǿーǻンǿーと連携し、EPO 九州メールマǬ

Ǹンの配信を行った（計 3 回）。 

 

打ち合わせ等の実施状況 

月日、場所 内容 

4 月 15 日 メールマǬǸンの配信。 

協力施設：九十九島ビǸǿーǻンǿー、雲仙諏訪の池ビǸǿーǻン

ǿー、長者原ビǸǿーǻンǿー、えびのǨǳミューǸアム 

5 月 16 日 メールマǬǸンの配信。 

協力施設：九十九島ビǸǿーǻンǿー、雲仙諏訪の池ビǸǿーǻン

ǿー、長者原ビǸǿーǻンǿー、えびのǨǳミューǸアム 

6 月 15 日 メールマǬǸンの配信。 

協力施設：九十九島ビǸǿーǻンǿー、雲仙諏訪の池ビǸǿーǻン

ǿー、長者原ビǸǿーǻンǿー、漫湖水鳥湿地ǻンǿー 

７月 15 日 メールマǬǸンの配信。 

協力施設：九十九島ビǸǿーǻンǿー、雲仙諏訪の池ビǸǿーǻン

ǿー、長者原ビǸǿーǻンǿー、漫湖水鳥湿地ǻンǿー、 

やんばる野生生物保護ǻンǿー 

８月 1５日 メールマǬǸンの配信。 

協力施設：九十九島ビǸǿーǻンǿー、雲仙諏訪の池ビǸǿーǻン

ǿー、長者原ビǸǿーǻンǿー、漫湖水鳥湿地ǻンǿー、 

やんばる野生生物保護ǻンǿー、西表野生生物保護ǻンǿー 

９月 15 日 メールマǬǸンの配信。 

協力施設：九十九島ビǸǿーǻンǿー、雲仙諏訪の池ビǸǿーǻン

ǿー、長者原ビǸǿーǻンǿー、漫湖水鳥湿地ǻンǿー、 
西表野生生物保護ǻンǿー 

10 月 14 日 メールマǬǸンの配信。 

協力施設：九十九島ビǸǿーǻンǿー、雲仙諏訪の池ビǸǿーǻン

ǿー、えびのǨǳミューǸアムǻンǿー、漫湖水鳥湿地ǻンǿー、 

やんばる野生生物保護ǻンǿー、黒島ビǸǿーǻンǿー 

11 月 15 日 メールマǬǸンの配信。 

協力施設：九十九島ビǸǿーǻンǿー、雲仙諏訪の池ビǸǿーǻン

ǿー、長者原ビǸǿーǻンǿー、やんばる野生生物保護ǻンǿー、

黒島ビǸǿーǻンǿー 

12 月 15 日 メールマǬǸンの配信。 

協力施設：九十九島ビǸǿーǻンǿー、雲仙諏訪の池ビǸǿーǻン

ǿー、長者原ビǸǿーǻンǿー、阿蘇草原保全活動ǻンǿー 草原

学習館、えびのǨǳミューǸアムǻンǿー、漫湖水鳥湿地ǻンǿ

ー、 
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○ビǸǿーǻンǿー意見交換会の開催 

ESD ネットワーǯ推進に向けた九州管内のビǸǿーǻンǿーとの関係促進、ESD 拠点

登録のための理解促進、および博物館等との連携推進等を目的として、ビǸǿーǻンǿー

意見交換会を開催した。 

平成 29 年度は重富海岸自然ふれあい館・桜島ビǸǿーǻンǿーの両会場で意見交換会

を実施した。 

1 日目は、くすの木自然館による取組紹介と専門機関連携についての報告が行われ、各

ビǸǿーǻンǿーでの活動に関して職員間で議論が行われた。また ESD についての基本

的な考え方についても EPO 九州から説明を行い、すでに実施している活動の中でどのよ

うな点が ESD に当たるのかについてǻッǷョンを実施した。 

2 日目は桜島ビǸǿーǻンǿーに会場を移し、NPO 法人桜島ミューǸアムの福島代表

より、ǻンǿーの観光分野への取組について紹介が行われた。 

先進的な取組についての知見を高める契機になっただけでなく、施設間の職員交流が促

進された意見交換会となった。なお、意見交換会に関する事後アンǱートの集計結果や議

事要旨等については、年度報告書に掲載する。 

 

期 日：平成 29 年 12 月 18 日（月）～19 日（火） 

会 場：重富海岸自然ふれあい館 なぎさミューǸアム（鹿児島県姶良市） 

    桜島ビǸǿーǻンǿー（鹿児島県鹿児島市） 

参加者：23 名 

   
ワーǯǷョップの様子       桜島ビǸǿーǻンǿー見学の様子 

 
打ち合わせ等の実施状況 

月日、場所 内容 

１１月２日 

重富海岸自然ふ

れあい館 

NPO 法人くすの木自然館の浜本代表と意見交換会の内容について打

合せ。桜島ビǸǿーǻンǿー訪問をプロǰラムに導入する方向で検討

を行った。 

11 月 2 日 

雲仙諏訪の池ビ

Ǹǿーǻンǿー 

運営委員を務める大向委員と企画に関する打合せ。企画の趣旨説明を

行うとともに、議題などについて要望を伺った。 
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○自然体験施設ネットワーǯ交流会・研修会 

期 日：平成 29 年 7 月 4 日（火）～5 日（水） 

会 場：えびのǨǳミューǸアムǻンǿー（宮崎県えびの市末永） 

参加者：12 名（8 施設） 

 

自然体験施設を中心に、九州地域のビǸǿーǻンǿー等のǹǿッフが参加して行われる

研修会に参加し、ESD 推進に向けた取り組み状況等について把握した。また、７月に開

設した九州地方ＥＳＤ活動支援ǻンǿーを紹介。今後の協力もお願いした。 

 

ビǸǿーǻンǿーによる ESD 推進に関する取組み 

・来場者への環境学習の提供 

・生き物調査など専門的な関りによる地域への情報提供 

・研修会等をとおしたビǸǿーǻンǿー間のネットワーǯ形成 

 

なお、意見交換会開催について、開催時期を 11 月～12 月のうち、平日での開催。内

容については、ESD そのものについての理解促進、観光面での連携や専門機関との連携

についての情報交換などについてのニーǺを把握した。 

 
期 日：平成 30 年 2 月 7 日（水）～8 日（木） 

会 場：雲仙諏訪の池ビǸǿーǻンǿー（雲仙市） 

参加者：17 名（11 施設） 

自然体験施設を中心に、九州地域のビǸǿーǻンǿ

ー等のǹǿッフが参加して行われる研修会に参加。

ESD 拠点支援ǻンǿー開設の周知および ESD 拠点支

援登録、島しょ地域 ESD 交流会の紹介等を行った。 

また、研修では、冬期プロǰラム「五感を使ったア

ǯティビティ」について検討した。 

 
 

③ 高校生による環境政策ワーǯǷョップの開催 

 

環境政策に係る企画提案の支援として、ユーǹの視点から「若者の持続可能な社会づく

りへの参加」をテーマとして、意見交換・ワーǯǷョップを開催した。 

開催にあたり、ESD 推進拠点支援事業と連携した企画を検討し、熊本県立水俣高校と

の調整を進めていたが、SGH 指定校としての授業計画等により、学校全体としてのǹǱ

Ǹュール調整が困難との申し出があったため、熊本大学環境安全ǻンǿーをとおして環境

政策等に関心の高い研究室を紹介いただき、大学生を対象としたワーǯǷョップを企画・

実施することとなった。 

当日は、隣接する水俣病資料館、水俣病情報ǻンǿーの見学・Ǭイドプロǰラムの体験

を行い、あわせて熊本県環境ǻンǿーの展示や学習内容について解説を受けた。 

その後のワーǯǷョップでは、それらの情報・インプットをふまえ、環境ǻンǿーの展

示等についての印象やメッǻーǸについての感想を共有した。また、若者に関心を持って

もらい、啓発につながるための工夫やアイディアとして、若者を対象としたǨǳツアーの

企画や大学生ボランティアの募集などの提案がなされた。 

環境ǻンǿーとしても、日ごろ接点の少ない若者との意見交換をとおして、見落としが

ちだった魅力発信やボランティア連携などの視点を獲得する機会となった。 

 

期 日：平成 29 年 12 月 17 日（日） 

会 場：熊本県環境ǻンǿー、水俣病資料館および水俣情報ǻンǿー（水俣市） 

参加者：14 名（うち大学生 10 名） 
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ワーǯǷョップの様子         フィールドワーǯの様子 
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④ 九州環境教育ミーティンǰの共催 

九州・沖縄地方における環境教育および ESD を推進するため、ǹテーǯホルȀーと協

力し、九州環境教育ミーティンǰを共催する。 

なお、共催にあたっては、実行委員会に参加するとともに、参加団体等へ ESD 推進ネ

ットワーǯを周知し、地域 ESD 推進拠点への登録を呼びかけた。 

 

期  日：平成 30 年 2 月 3 日（土）～4 日（日） 

会  場：火の国ハイツ（熊本市東区） 

開催地域：熊本市内および益城町、美里町、御船町他 

対象者等：環境教育・ESD 従事者、関係主体など２０団体 

主  催：九州環境教育ミーティンǰ 

熊本県内外より参加者が集まり、「自然災害と生きるための環境教育」をテーマに、話

題提供と意見交換が行われた。ワーǯǷョップでは、「正しく伝える」「ボランティア」

「ǳミュニティ」「ツールとしてのフットパǹ」「昔からの知恵」「SDGs と環境教育」の

6 つのテーマに分かれて意見交換を行い、自然災害と生きるための環境教育について理解

を深める機会となった。 

 

成果と課題 

実行委員会への参画ならびにミーティンǰの開催をとおして、持続社会の観点である防

災について環境教育・ESD の視点からテーマ（地域の伝統文化・地名の継承、平時のネ

ットワーǯ、環境教育による防災意識形成）が深められた。 

あわせて、地域 ESD 拠点についての情報提供をとおして、地域の環境教育ネットワー

ǯとしても主要な自然学校拠点の登録先が把握された。 

九州自然学校協議会等におて会員等に周知いただくことになっている。 

 

一方で、このミーティンǰをとおして事業者や若者の参加を募り、ネットワーǯを広げ

ることが課題として認識されており、次回大会に向けて学生の参加を促進させる工夫を強

化する必要がある。 

 

実行委員 

実行委員 所属等 

内田 安弘 西原村 

井澤 るり子 フットパǹ研究所 

濱田 孝正 フットパǹ研究所 

小川 聡 田舎の体験交流館さんがうら 

田村 耕作 (有)ǯラバード 

土居 元 土居 自然学校 

望月 克哉 波野高原やすらぎ交流館 

玉置 理那 NPO 法人森人くらぶ 

加悦 典子 ǰラノ２４K 

澤 克彦 EPO 九州 

勝家 伸男 EPO 九州 

矢野 博巳 とりかぶと自然学校 

星 直樹 会社員 

宮崎 高虎 （社）アイ・Ǫー・イー 

朝倉 和紀 九重ふるさと自然学校 
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打ち合わせ等の実施状況 

月日、場所 内容 

4 月 24 日 

フットパǹ研究所（下益

城郡美里町） 

事務局会議。熊本大会の開催に向け、地域協力者を交

え、企画検討を行った。 

5 月 26 日 

フットパǹ研究所（下益

城郡美里町） 

事務局会議。実行委員会の主要メンバと地域協力者に

よる協議を行い、実施時期や活動場所、協力者の呼び

かけ等について検討を行った。 

6 月 22 日、23 日 

元気の森かじか（下益城

郡美里町） 

実行委員会。実行委員と地域メンバーの顔合わせ、分

科会候補となるテーマ紹介などの意見交換。Ǩǯǹǫ

ーǷョンとして、会場候補地を数か所見学した。 

8 月 30 日 

姶良市内 2 名 

事務局打合せ。熊本大会の開催に向け、分科会候補と

なる活動地域やテーマ等について検討を行った。 

9 月 1 日～2 日 

火の国ハイツ（熊本市東

区） 10 名 

実行委員会を開催し企画検討を行った。 

今回は、自然災害と環境教育の視点から、熊本地震の

当事者となった環境教育関係者のネットワーǯ型の支

援活動や日ごろからの環境教育の重要性について意見

交換する場として開催することが確認された。 

2 日目午前に、被災地域である西原村を訪問し、実行

委員でもある内田副村長による案内と解説を受けた。 

10 月 27 日 

Ǩミナーǹ（益城町） 

実行委員会を開催。大会テーマや具体的なプロǰラ

ム、全体ǹǱǸュール等の検討を行うとともに、開催

日や会場の決定を行った。 

10 月 28 日 

益城町、西原村 

益城町と西原村の視察を行い、ǨǯǹǫーǷョンの流

れや受入れにあたっての役割分担等の検討を行った。 

12 月 15 日 

熊本市国際交流会館 

企画会議を開催。実行委員会の役員や事務局メンバー

を中心に、当日までのǹǱǸュールやȁラǷの準備、

広報、運営体制などを協議し、実施に向けた準備を進

めた。 
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（５）外部資金の活用による協働促進 
持続可能な社会づくりに向けた協働取組を担う民間団体等の育成に向けて、地球環境基

金や民間企業等と連携し組織運営や資金獲得に向けた助言等を行う。 

基金団体等からの外部資金（EPO 九州運営業務以外の契約業務扱い）を活用した取組

として実施する。 

 

①Green Gift 地球元気プロǰラムへの協力 

東京海上日動火災保険株式会社が日本 NPO ǻンǿーと連携し、地域での環境保全活動

を支援する取組「Green Gift 地球元気プロǰラム」について、企画協力や活動広報およ

び活動当日の運営ǵポート等の支援業務を行う。また、EPO 九州としては、九州・沖縄

地域の多様な環境保全活動について、企業による地域活動のマッȁンǰ支援をとおして、

各県の活動団体の基盤強化ならびに地域ならではの取組のアピールを図る。 

「ǰリーンǮフト地球元気プロǰラム」の実施団体 

（実施期間：2016 年 10 月～2019 年 9 月） 

県 実施団体 

熊本県 NPO 法人みずのとら BELL 隊（2013 年度実施団体） 

大分県 NPO 法人 ABC 野外教育ǻンǿー（新規団体） 

宮崎県 NPO 法人大淀川流域ネットワーǯ（2014 年度実施団体） 

 

 
 

〇熊本県プロǸǧǯト 

実施団体：NPO 法人みずのとら BELL 隊 

取組状況 

月日、場所 取組内容 

５月３０日 

東京海上熊本支店 

3 者による事前会議。6 月 10 日実施予定のプロǰラムについ

て、参加者の申込み状況や当日までのǹǱǸュールの確認を行

うとともに、イベント当日の役割分担や安全管理体制について

協議・確認を行った。 

7 月 25 日 

東京海上熊本支店 

3 者による企画会議。9 月 10 日実施予定の第 2 回プロǰラム

について、活動内容や当日までの役割分担等の確認を行った。 

9 月 5 日 

東京海上熊本支店 

3 者による事前打合せ。参加者の申込み状況や当日までのǹǱ

Ǹュールの確認を行うとともに、イベント当日の役割分担や安

全管理体制について協議・確認を行った。 

10 月 4 日 

東京海上熊本支店 

支店担当者、実施団体、EPO 九州の 3 者による年間ふりかえ

り会議。「年間ふりかえりǷート」にもとづき、運営面、安全

面、協働面について、ふりかえりを行った。また、支店担当者

より、次年度は八代や天草方面の支店と連携したプロǰラムを

企画できないかとの提案があり、支店間のネットワーǯ構築も

視野に、企画を検討することとなった。 
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第１回実施プロǰラム 

実 施 日：平成 29 年 6 月 10 日（土） 

プロǰラム：自然の中で木と楽しむ一日 

場   所：御船町立滝尾小学校（熊本県上益城郡） 

参 加 人 数：４６名（うちǹǿッフ１７名） 

滝尾小学校では熊本地震の影響で校舎を

利用することができず、約 8 か月間、御船

中学校の校舎を間借りして授業を行ってい

た。また、現在も道路等の復旧が遅れている

など生活面での不便・不安があることから、

復興支援の取組として、滝尾小学校の児童と

その保護者を対象に実施することとなった。 

熊本県での１回目となるプロǰラムが開

催された。開会式終了後、参加者は班ごとに

分かれて、ツリーインǰと秘密基地づくりの

活動を交互に行った。ツリーインǰとはロー

プを使用して行う新感覚の木登りで、講師か

らの注意事項を聞いた後、さっそくヘルメットやハーネǹなどを身につけ、ツリーインǰ

に挑戦した。 一方、秘密基地づくりのǰループは、ビニールǷートやロープ、園芸用の

支柱、木の枝など、身近なものを使って、秘密基地づくりを行った。 

今回のプロǰラムでは、小学校のǷンボルツリーともいえるǯǹノǭでのツリーインǰ

や友だちとの活動をとおして、木と友だちになるとともにリラッǯǹ・リフレッǷュする

貴重な機会となった。 

 

第２回実施プロǰラム 

実 施 日：平成 29 年 9 月 10 日（日） 

プロǰラム：E ボートで川の観察ツアーと簡単な水質調査体験 

場   所：リバーパーǯ 鯰の学校（熊本県嘉島町） 

参 加 人 数：２８名（うちǹǿッフ１３名） 

 

開会式終了後、パドルの漕ぎ方や注意事項の説明を受けた後、3 艇のボートに分かれて

乗船し、川の観察や水質テǹトのための採水を行った。講師より、絶滅危惧種のヒラモや

ǳǦホネ、特定外来種のブラǸルȁドメ

ǰǵやナǬǨツルノǲイトǦなどの水草

の説明を受けた。水質パッǯテǹトでは

①加勢川の源流である江津湖の水、②江

津湖と加勢川の合流地点の水、③加勢川

の水の 3 種類の水のきれいさを測る実験

をし、水がいかに汚れやすいか、そして

水を汚さないために自分に何ができるの

かということを一人ひとり考えた。  

今回の体験活動をとおして、水や自然環

境の大切さを実感するとともに、毎日の

生活の中で環境を意識する貴重な機会と

なった。 
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〇大分県プロǸǧǯト 

実施団体：NPO 法人 ABC 野外教育ǻンǿー 

取組状況 

月日、場所 取組内容 

5 月 10 日 

東京海上大分支店 

3 者による事前会議。5 月 21 日のプロǰラムに向け、参加者

の申込み状況や当日までのǹǱǸュールの確認を行うととも

に、イベント当日の役割分担や安全管理体制について協議・確

認を行った。 
5 月 20 日 

東京海上大分支店 

実施団体、日本 NPO ǻンǿー担当者との下見打合せを行い、

フィールドの安全確認と当日の役割分担、緊急時の連絡体制等

の確認を行った。 
6 月 29 日 

団体事務所 

2 者による打合せ。年間振り返り日程の調整や次年度の活動プ

ロǰラムについて、開催場所や活動内容の検討を行った。 

6 月 29 日 

東京海上大分支店 

3 者による事前会議。7 月 16 日のプロǰラムに向け、参加者

の申込み状況や当日までのǹǱǸュールの確認を行うととも

に、イベント当日の役割分担や安全管理体制について協議・確

認を行った。 

7 月 15 日 

東京海上大分支店 

実施団体担当者との下見打合せを行い、フィールドの安全確認

と当日の役割分担、緊急時の連絡体制等の確認を行った。 

10 月 3 日 

東京海上大分支店 

支店担当者、実施団体、EPO 九州の 3 者による年間ふりかえ

り会議。「年間ふりかえりǷート」にもとづき、運営面、安全

面、協働面について、ふりかえりを行った。次年度は開催地の

住民との交流や地域貢献をより意識したプロǰラムとなるよう

企画検討を進めることとなった。 

 

第１回実施プロǰラム 

実 施 日：平成 29 年 5 月 21 日（日） 

プロǰラム：おおいたネイȁャーǭッǺǨǳアǯǷョン１ 

場   所：住吉浜リǾートパーǯ（大分県杵築市） 

参 加 人 数：５５名（うちǹǿッフ８

名） 

国の天然記念物ǫブトǬニも生息する杵築

市の守江湾で、豊かな海を守るため、ビーȁ

での清掃活動を行いながら自然観察を行い、

集めた貝殻や流木などを使ってフǩトフレー

ムづくりを行った。ビーȁの清掃活動の合間

には、講師の先生より、貝殻の種類や海草、

海の生きものなどについて解説が行われた。

また、Ǵミの中には、大陸から流れてきたと

思われる漂着物もあり、Ǵミが国境を越えて

移動していることなどを教わった。 

フǩトフレームづくりでは、段ボールからフレームを切り出し、集めた貝殻やǷーǰラ

ǹ、マǹǭンǰテープなどを使いながら、世界に一つだけのフǩトフレームを作った。一

日のプロǰラムをとおして、守江湾の自然の豊かさとそこに暮らすさまざまな生きものの

不思議さや大切さを、楽しみながら学ぶことができた活動となった。 

 

第２回実施プロǰラム 

実 施 日：平成 29 年 7 月 16 日（日） 

プロǰラム：おおいたネイȁャーǭッǺǨǳアǯǷョン２ 

場   所：ふるさと体験村（大分県豊後大野市） 

参 加 人 数：４０名（うちǹǿッフ６名） 
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自然豊かな「ふるさと体験村」で、

竹の器と箸づくり、ǽーメン流し、魚

のつかみ取りなどの夏ならではの活動

を行った。竹の器と箸づくりでは、小

刀の使い方も教わりながら、親子で協

力して作成を行った。続いて、人工プ

ールに放流されたヤマメとǦナǮのつ

かみ取りに挑戦。最後はお楽しみのǽ

ーメン流し。自分で作った器と箸で食

べると、味わいも格別で、賑やかな昼

食ǿイムとなった。 

一日の活動をとおして、昔懐かしいふるさとの生活体験を学び、また、魚のつかみ取り

にȁャレンǸすることで、「命の大切さ」を感じてもらう機会となった。 

 

 

〇宮崎県プロǸǧǯト 

実施団体：NPO 法人大淀川流域ネットワーǯ 

取組状況 

月日、場所 取組内容 

5 月 8 日（月） 

東京海上日動宮崎

支店８F 会議室 

6 月３日の第１回プロǰラム「北川に学ぶ洪水対策とホǿ

ル観賞」について、関係者全体での最終打ち合わせ、およ

び第２回プロǰラムの確認と説明担当者の紹介を行った。 

当日の役割、駐車場・開会式ǹペーǹの事前確保につい

て、今年のホǿルの出現地点と時間帯の下見の確認などを

協議し共有した。 

5 月 30 日（火） 

宮崎市民プラǶ３

F 市民活動ǻンǿ

ー 会議室ǳーナー 

３者による第１回プロǰラムの開催事前会議。駐車場誘導

にパǦȁパネルを用意。下見の報告（ホǿル情報駐車場・

開会式ǹペーǹ）後、見学地およびバǹの経路について地

図と航空写真で最終確認、ǹǿッフ配置と各担務の確認を

行った。 

９月１９日（火） 

東京海上日動宮崎

支店８F 会議室 

２０１６年度のプロǰラム「北川に学ぶ洪水対策とホǿル

観賞」「大淀川の魚たちとǦナǮつかみ」について、関係

者で集り振り返り会議を行った。 

また、同日２０１７年度第１回プロǰラム「いのちの授業

と水質調査」について、第１回企画会議を行った。参加を

２地域から一部参集すること、ǿイトルの一部修正が決議

された。 

１０月２８日 

 

２０１７年第１回プロǰラム「いの 

ちの授業と水質調査」を予定していたが、台風のため開催

中止。翌日を予備日としていたが、安全面を考慮し延期と

した。 

11 月１0 日 

東京海上宮崎支店 

延期となった２０１７年度第１回プロǰラム「いのちの授

業と水質調査」について、変更日決定（11/25）に伴う企

画会議。実施に向けたǹǱǸュールや担当の確認などを行

った。参加者の確認では、宮崎からの２ǰループが辞退に

つき、若干名の追加募集を行う。また、１０月２８日に参

加した「Green Gift 全国振り返り会議」について、大淀

川流域ネットワーǯより報告があり、関係者に情報共有が

なされた。 
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第１回実施プロǰラム 

実 施 日：平成 29 年 6 月３日（土） 

プロǰラム：北川に学ぶ洪水対策とホǿル観賞 

場   所：家田霞堤、家田湿原、ホǿルの館（宮崎県延岡市北川町） 

参 加 人 数：６９名（うちǹǿッフ１１名） 

第１回プロǰラムは、宮崎市と延岡市の

２ヶ所から、各バǹ１台に分乗し、子ども

と保護者約 25 名ずつを迎えた洪水防災が

主眼のプロǰラム。 

北川町家田地区は、洪水をある程度受け

入れる霞堤を保持している地区。霞堤のǷ

ǹテムや洪水時の様子が、延岡土木事務所

および住民の方から語られ、この霞堤とい

う洪水対策の手法が、環境保護や生物多様

性に寄与していることが主催団体より紹介

された。延岡からの参加者でも知らなかったと、子どもだけでなく大人たちの関心も高か

った。 

ホǿルの館では、参加者の交流を兼ねた見学の振り返りやホǿルの生態を学習。川辺で

のǲンǸボǿル鑑賞に子どもたちの歓声が響いた。豊かな自然の体験と生活と防災との両

立を学んだ１日となった。 

広報においては、NHK の取材が入り、前半のプロǰラムが夕方の地域ニューǹで放

映。当日のプロǰラムの様子は、地元紙朝刊にて紹介された。 

 

 

第２回実施プロǰラム 

実 施 日：平成 29 年７月２２日（土） 

プロǰラム：大淀川の魚たちとǦナǮつかみ 

場   所：国土交通省 宮崎河川国道事務所 別館、天満橋下 大淀川（宮崎県宮崎

市） 

参 加 人 数：５０名（うちǹǿッフ１１名） 

第２回プロǰラムは、宮崎市内にて開催。まず、宮崎河川国道事務所別館にて、大淀川の
魚たちについて上流部・中流・下流部で生息環境等の違いによりいろいろな魚がいること、アカメなどの絶
滅が心配されている魚もいることを学習。水辺の安全学習と
交流会を行った後、天満橋下に移動して、大淀川にウナギを
放流。その後、ウナギつかみ体験と宮崎内水面漁業協同組合
さんによるウナギのさばき方実演も行われた。 

河川での活動に、座学で学んだ水辺の安全学習や交流
会が活かされ、また子どもたちにとっては、実際に大淀川に入っ
て稚魚の放流やǦナǮを自分で取ったという体験が、

大淀川の豊かな自然を忘れないものになった。 
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２０１７年度 

第１回実施プロǰラム 

実 施 日：平成 29 年 11 月 25 日（土） 

プロǰラム：いのちの授業と水質調査 

場   所：しゃくなげの森、下沖水橋下流河川敷、都城市中央公民館 

（宮崎県都城市、三股町） 

参 加 人 数：参加５８名（うちǹǿッフ１６名） 

 

２０１７年度第１回プロǰラムは、宮崎市と都城市の２都市から参加者を募り、交流会

までをプロǰラムとした。各々バǹ１台に乗車し、三股町のしゃくなげの森にて合流。開

会式とプロǰラムの前半「いのちの授業」および沖水川上流での水質調査が行われた。 

台風による開催時期の延期で川辺は少し寒かったが、環境ǫǦンǻラーの講師の協力

で、上流域の清流でしか経験できないヤマメの採卵・人工授精、孵化の様子を見学でき

た。子供たちはヤマメのつかみ取りにも参加し、昼食でヤマメを食す一連の経験をとお

し、命をいただいて生きていることを学んでいた。 

沖水川下流での水質調査では、上流との差があまりなく、大淀川の支流である都城市内

を流れる沖水川の水のきれいさが確認された。この後、水に牛乳３滴を落としての汚染検

査では、たった３滴が及ぼす変化に子どもたちは驚き、川を汚さぬためには食べ物を残さ

ないことも大切だと気づいた。 

命や水環境のつながりを実感すると共に、日常生活が環境に及ぼす影響を知る機会とな

っていた。 

 

 

〇全国振り返り会議への参加 

「Green Gift 地球元気プロǰラム 2016-2017 年間振り返り全国会議」として、全

国で活動する 20 の実施団体 32 名と、全国の EPO ǹǿッフ、東京海上経営企画部社員

を始めとした関係者による会議に出席した。 

まず、（一社）ǳǯリǨーǷョンデǶインの平田裕之氏よる、プロǰラム参加者へのア

ンǱート結果が報告された。プロǰラムへの満足度、参加後の意識の変化、主催団体への

関心について述べられた。 

その後実施団体・EPO ǹǿッフが共にǰループワーǯに取組み、事前作成のǷートを

元に「3 つのǮフトを実現するために」とのテーマで、議論と共有が行われた。 

  

期 日：平成２９年１０月１８日（水） 

会 場：東京海上日動ビル（東京都） 

参加者：約 70 名 

九州・沖縄ブロッǯからの参加団体： 

【2017 年度実施団体】 

NPO 法人みずのとら BELL 隊（熊本県） 

NPO 法人 ABC 野外教育ǻンǿー（大分県） 

NPO 法人大淀川流域ネットワーǯ（宮崎県） 
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2016 年度プロǰラム実施実績一覧（期間：2016 年 10 月～2017 年 9 月） 

  実施日 参加者数 うち関係者数 

熊本 
第 1 回：6 月 10 日（土） 46 名 17 名 

第 2 回：9 月 10 日（日） 28 名 13 名 

大分 
第 1 回：5 月 21 日（日） 55 名 8 名 

第 2 回：7 月 16 日（日） 40 名 6 名 

宮崎 
第 1 回：6 月 3 日（土） 59 名 11 名 

第 2 回：7 月 22 日（土） 50 名 11 名 
 合 計 278 名 66 名 

 

 

取組と成果 

2016 年度ǰリーンǮフトプロǸǧǯトにおいて、3 県での活動が終了した。のべ 6

回のプロǰラムの企画・運営のǵポートを行い、企業と NPO による協働プロǸǧǯトの

支援を行った。なお、総参加者数は 278 名。 

熊本県プロǸǧǯトにおいては、熊本地震からの復興支援の一環として、御船町の小学

校での活動を実施した。開催にあたり、小学校や PTA と連携することで、実施団体と地

域関係者とのǳミュニǱーǷョンが進み、ネットワーǯ強化や地域活性化につながる活動

となった。 

大分県プロǸǧǯトにおいては、地域の活動団体と連携することで、プロǰラム内容や

安全管理体制が充実するとともに、ネットワーǯを形成・拡大する機会となった。 

宮崎県プロǸǧǯトにおいては、平成 28 年 12 月に、東京海上日動火災保険、宮崎

県、大淀川流域ネットワーǯで Green Gift 地球元気プロǰラムについて協定（「環境保

護および環境教育の促進にかかる包括協定書」）が交わされれおり、Ǩリアを越えたプロ

ǰラムが立てやすかったり行政からの参加・協力が得やすかったりとǹテーǯホルȀーの

充実や活動の安定に効果が出ている。 

 

実施団体ごとに「年間ふりかえりǷート」にもとづき、ふりかえり会議を行い、協働取

組による意識やモȁベーǷョンの変化、およびプロǰラム実施に係る意見交換を行うこと

で、関係主体の協働への意識向上を促す機会となった。また、企画・運営に係る課題につ

いては対策や改善点を協議し、次年度の計画へフィードバッǯするなど、PDCA ǵイǯ

ルを実践することで、3 者による連携体制を強化することができた。 

熊本県プロǸǧǯトにおいては、支店担当者より、社内でのプロǸǧǯトに対する認知

や理解が進み、地域のために何かしたいという社員の意識向上を促す機会となり、当日参

加を希望する社員が増加しているとの報告があった。 

大分県プロǸǧǯトにおいては、地域の協力団体より、地域外から参加者が来ることで

地域活性化につなっがっている、という反応もあり、地域住民にとってもインパǯトのあ

る活動であったことが確認された。 

宮崎県プロǸǧǯトにおいては、関係者間で県庁所在地と他地域からの参集を企画した

プロǰラムが好評で、今後も可能な折は行っていくことが確認された。また、３者協定

（東京海上日動火災保険、宮崎県、大淀川流域ネットワーǯ）のおかげで活動Ǩリアの選

定や協力要請等がǹムーǺに行え、主催団体の活動の幅が広がったことが報告された。 
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②地球環境基金との連携 

地球環境基金において、地方 EPO との意見交換会が開催された。具体的な連携企画と

して、地球環境基金主催の平成 30 年度地球環境基金助成金説明会および第３回全国ユー

ǹ環境活動発表大会地区審査会の開催を行うことが合意された。開催に向けて、地球環境

基金担当者との日程調整および会場手配等を行った。 

 

地球環境基金との協定に基づき、地球環境基金主催の平成 30 年度地球環境基金助成金

説明会および第 3 回全国ユーǹ環境活動発表大会地区審査会をそれぞれ宮崎市、熊本市

にて開催した。 

 

 

地球環境基金との意見交換会 

期 日：平 29 年８月２日（金） 

会 場：ミューǶ川崎ǻントラルǿワー（神奈川県川崎市） 

参加者：32 名 

地球環境基金と全国の EPO を交え、平成３０年度助成金説明会の開催、および第３回

全国ユーǹ環境活動発表大会地区審査会の開催等について意見交換がなされた。 

なお、九州ブロッǯにおいては、助成金説明会を宮崎市内、ユーǹ地区審査会を熊本市

内にて開催する予定である。 

 

助成金説明会の開催 

期 日：平成 29 年 11 月 8 日（金） １8:30～20:50 

会 場：みやざき NPO・協働支援ǻンǿー（宮崎市） 

参加者：18 名 / 11 団体（ǹǿッフ２名を除く） 

 
当日の様子 

取組と成果 

平成 30 年度地球環境基金についての説明、質疑応答が行われた。また、ワーǯǷート

を用いた“要望書の書き方”のワーǯǷョップでは、各団体の活動について話し合いが必

要な点が洗い出される結果となり、参加者より参考になったとの好評を得た。 

個別相談では、宮崎県内の活動団体がとらえている環境課題（河川環境保全、環境啓発

活動）についての活動企画をもとに助言を行い、活動づくりを促進させた。 

宮崎県外からの参加団体もあり、意欲的な取組内容（SGDｓ人材育成、ESD に関する

プラットフǩーム形成等）が把握された。 
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第 3 回全国ユーǹ環境活動発表大会地区審査会の開催 

期 日：平成 29 年１１月２０日（月）１4:00～16:30 

会 場：熊本市国際交流会館（熊本市） 

審査結果： 

 高校名 活動名 

出場校 佐賀県立佐賀商業高等学校 さが学美舎 

次点 
沖縄県立中部農林高等学校 

熱帯資源科 動物ǳーǹ 
命の授業 ひまわりプロǸǧǯト 

 

審査委員として、（社）九州環境地域づくり 代表理事 澤 克彦、NPO 法人くすの木

自然館 専務理事 浜本 麦の 2 名が委嘱された。 

 

取組と成果 

全国からの応募総数 100 校（昨年度 96 校）のうち、九州・沖縄地区の応募数は 12

校（昨年度１７校）であり、3 名の審査委員により全 12 校を対象に審査を行った。評価

の視点の一つとして、①ユーǹとして取組む環境活動、②活動の広がりを論点に、意見交

換をとおして審査を進め、出場校と次点の選出を行った。 

今回、応募校数による割り当てが 1 校であったが、地区審査対象校で見た場合、12 校

に 1 校の割合であり、他ブロッǯに比べて著しく対象割合が低いものとなっていること

から、各ブロッǯ２校以上の参加ができるよう、提案していきたい。また、本大会に係る

情報発信、およびユーǹの環境活動に係る情報収集については、ネットワーǯを活用して

取組みたい。 
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（６）EPO 九州の維持管理 
EPO 九州の維持管理にあたって、ǹǿッフ体制を整備し、各業務を分担、維持管理に努

める。なお、ǹǿッフは積極的に所外での連携促進・協働取組への関与、柔軟な相談対応

に努めることとし、窓口（開所）業務については市民への情報提供等に差し障りの無い範

囲において執行（必要に応じて臨時閉所対応）する。 

 運営業務の実施にあたっては、九州地方環境事務所担当官と定例会議を開催し、業務進

捗の管理を行う。 

 

① 定例会議の開催 

概ね月に１回、担当官、運営ǹǿッフ、運営団体による定例会議を開催する。定例会議

においては、運営全般に関する事項、個別事業に関する事項の他、円滑な運営に必要な事

項を協議する。また、その他必要な事項についてはǹǿッフミーティンǰや個別打合せを

行い対応した。 

【運営定例会議の主な議題】 
回 月日 主な議題と検討内容 

1 ４ 
1

8 

１ ＥＰＯ運営事業の確認 

（１） 持続可能な社会の実現に向けた協働取組の支援 

・協働取組加速化事業 

(進捗状況、今後の予定、協働事業進行上の課題、EPO の伴走支援・中間支援） 

（２） 環境教育・ＥＳＤ取組の支援 

  ・ESD 実践拠点支援事業 

・協力・依頼案件 

（３）EPO 九州の各種取組等の発信 

   （前回定例会以降の取組結果、今後の予定） 

（４）運営体制 

  ・運営委員会 

 

２ 地方支援ǻンǿー設置準備委員会 

  ・開設準備 

  ・全国ǻンǿーとの連携状況 

 

３ 関連事業の確認 

  ・ǰリーンǮフトプロǸǧǯト 

2 ５ 
1

8 

１ ＥＰＯ運営事業の確認 

（１） 持続可能な社会の実現に向けた協働取組の支援 

・協働取組加速化事業 

(進捗状況、今後の予定、協働事業進行上の課題、EPO の伴走支援・中間支援） 

（２） 環境教育・ＥＳＤ取組の支援 

  ・ESD 実践拠点支援事業 

・協力・依頼案件 

（３）EPO 九州の各種取組等の発信 

   （前回定例会以降の取組結果、今後の予定） 

（４）運営体制 

  ・運営委員会 

 

２ 地方支援ǻンǿー設置準備委員会 

（１）開設準備 

（２）企画運営委員会 

（３）ESD 活動のネットワーǯ形成、学びあいの場の促進 

（４）全国ǻンǿーとの連携状況 

 

３ 関連事業の確認 

  ・ǰリーンǮフトプロǸǧǯト 
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回 月日 主な議題と検討内容 

3 ６ 
1

6 

１ ＥＰＯ運営事業の確認 

（１） 持続可能な社会の実現に向けた協働取組の支援 

・協働取組加速化事業 

(連絡会開催、進捗状況、今後の予定、協働事業進行上の課題、EPO の伴走支

援・ 

中間支援） 

（２） 環境教育・ＥＳＤ取組の支援 

  ・ESD 実践拠点支援事業 

・協力・依頼案件 

（３）EPO 九州の各種取組等の発信 

   （前回定例会以降の取組結果、今後の予定） 

（４）運営体制 

  ・運営委員会 

 

２ 地方支援ǻンǿー設置準備委員会 

（１）開設準備 

（２）企画運営委員会 

（３）ESD 活動のネットワーǯ形成、学びあいの場の促進 

（４）全国ǻンǿーとの連携状況 

 

３ 関連事業の確認 

  ・ǰリーンǮフトプロǸǧǯト 

4 7 
2

7 

１ ＥＰＯ運営事業の確認 

（１）ニーǺに基づいた発信強化 

   （前回定例会以降の取組結果、今後の予定） 

（２）多様な協働取組の促進 

・協働取組加速化事業 

(進捗状況、今後の予定、協働事業進行上の課題、EPO の伴走支援・中間支援） 

（３）地域ぐるみのＥＳＤ推進 

   ・ESD 実践拠点支援事業 

   ・運営委員会 

（４）運営体制 

   ・運営委員会 

 

２ 地方ǻンǿー運営業務 

（１）開設準備 

（２）企画運営委員会 

（３）ESD 活動のネットワーǯ形成、学びあいの場の促進 

（４）全国ǻンǿーとの連携状況 

 

３ 関連事業の確認 

  ・ǰリーンǮフトプロǸǧǯト 

   （進捗状況、今後の予定） 

・地球環境基金との連携 

 

５ ８ 
1

7 

１ ＥＰＯ運営事業の確認 

（１）運営体制 

   ・運営委員会 

（２）ニーǺに基づいた発信強化 

   （前回定例会以降の取組結果、今後の予定） 

（３）多様な協働取組の促進 

・協働取組加速化事業 

(進捗状況、今後の予定、協働事業進行上の課題、EPO の伴走支援・中間支援） 

（４）地域ぐるみのＥＳＤ推進 

   ・ESD 実践拠点支援事業 

（５）協力・依頼案件 

 

２ 地方ǻンǿー運営業務 
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回 月日 主な議題と検討内容 

（１）企画運営委員会 

（２）ESD 活動のネットワーǯ形成、学びあいの場の促進 

（３）全国ǻンǿーとの連携状況 

 

３ 関連事業の確認 

  ・ǰリーンǮフトプロǸǧǯト 

   （進捗状況、今後の予定） 

  ・地球環境基金との連携 

６ ９ 
2

6 

１ ＥＰＯ運営事業の確認 

（１）運営体制 

   ・運営委員会 

（２）ニーǺに基づいた発信強化 

   （前回定例会以降の取組結果、今後の予定） 

（３）多様な協働取組の促進 

・協働取組加速化事業 

(進捗状況、９月の予定、協働事業進行上の課題、EPO の伴走支援・中間支援） 

（４）地域ぐるみのＥＳＤ推進 

   ・ESD 実践拠点支援事業 

（５）協力・依頼案件 

 

２ 地方ǻンǿー運営業務 

（１）企画運営委員会 

（２）ESD 活動のネットワーǯ形成、学びあいの場の促進 

（３）全国ǻンǿーとの連携状況 

 

３ 関連事業の確認 

  ・ǰリーンǮフトプロǸǧǯト 

   （進捗状況、今後の予定） 

  ・地球環境基金との連携 

 

７ 
1

0 

2

7 

１ ＥＰＯ運営事業の確認 

（１）運営体制 

（２）ニーǺに基づいた発信強化 

   （前回定例会以降の取組結果、今後の予定） 

（３）多様な協働取組の促進 

・協働取組加速化事業 

(進捗状況、今後の予定、協働事業進行上の課題、EPO の伴走支援・中間支援） 

（４）地域ぐるみのＥＳＤ推進 

   ・ESD 実践拠点支援事業 

   ・運営委員会 

（５）協力・依頼案件 

 

２ 地方ǻンǿー運営業務 

（１）企画運営委員会 

（２）ESD 活動のネットワーǯ形成、学びあいの場の促進 

（３）全国ǻンǿーとの連携状況 

 

３ 関連事業の確認 

  ・ǰリーンǮフトプロǸǧǯト 

   （進捗状況、今後の予定） 

・地球環境基金との連携 

 

８ 
1

1 

2

8 

１ ＥＰＯ運営事業の確認 

（１）運営体制 

   ・運営委員会 

（２）ニーǺに基づいた発信強化 

   （前回定例会以降の取組結果、今後の予定） 

（３）多様な協働取組の促進 
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回 月日 主な議題と検討内容 

・協働取組加速化事業 

(進捗状況、今後の予定、協働事業進行上の課題、EPO の伴走支援・中間支援） 

（４）地域ぐるみのＥＳＤ推進 

   ・ESD 実践拠点支援事業 

（５）協力・依頼案件 

 

２ 地方ǻンǿー運営業務 

（１）企画運営委員会 

（２）ESD 活動のネットワーǯ形成、学びあいの場の促進 

（３）全国ǻンǿーとの連携状況 

 

３ 関連事業の確認 

  ・ǰリーンǮフトプロǸǧǯト 

   （進捗状況、今後の予定） 

  ・地球環境基金との連携 

9 
1

2 

2

2 

１ ＥＰＯ運営事業の確認 

（１）運営体制 

   ・運営委員会 

      ・評価委員会 

（２）ニーǺに基づいた発信強化 

   （前回定例会以降の取組結果、今後の予定） 

（３）多様な協働取組の促進 

・協働取組加速化事業 

(進捗状況、９月の予定、協働事業進行上の課題、EPO の伴走支援・中間支援） 

（４）地域ぐるみのＥＳＤ推進 

   ・ESD 実践拠点支援事業 

（５）協力・依頼案件 

 

２ 地方ǻンǿー運営業務 

（１）企画運営委員会 

（２）ESD 活動のネットワーǯ形成、学びあいの場の促進 

（３）全国ǻンǿーとの連携状況 

 

３ 関連事業の確認 

  ・ǰリーンǮフトプロǸǧǯト 

   （進捗状況、今後の予定） 

  ・地球環境基金との連携 

 

１

０ 
１ 

１

８ 

１ ＥＰＯ運営事業の確認 

（１）運営体制 

・運営委員会 

・評価委員会 

（２）ニーǺに基づいた発信強化 

 （前回定例会以降の取組結果、今後の予定） 

（３）多様な協働取組の促進 

・協働取組加速化事業 

(進捗状況、今後の予定、協働事業進行上の課題、EPO の伴走支援・中間支援） 

（４）地域ぐるみのＥＳＤ推進 

  ・ESD 実践拠点支援事業 

（５）協力・依頼案件 

  

２ 地方ǻンǿー運営業務 

（１）企画運営委員会 

（２）ESD 活動のネットワーǯ形成、学びあいの場の促進 

（３）全国ǻンǿーとの連携状況 

 

３ 関連事業の確認 

  ・ǰリーンǮフトプロǸǧǯト 
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回 月日 主な議題と検討内容 

  ・地球環境基金との連携 

  

１

１ 
２ 

２

０ 

１ ＥＰＯ運営事業の確認 

（１）運営体制 

  ・運営委員会 

  ・評価委員会 

（２）ニーǺに基づいた発信強化 

   （前回定例会以降の取組結果、今後の予定） 

（３）多様な協働取組の促進 

・協働取組加速化事業(進捗状況、今後の予定、協働事業進行上の課題、EPO の伴走支

援・中間支援） 

（４）地域ぐるみのＥＳＤ推進 

  ・ESD 実践拠点支援事業 

 （５）協力・依頼案件 

 

２ 地方ǻンǿー運営業務 

（１）企画運営委員会 

（２）ESD 活動のネットワーǯ形成、学びあいの場の促進 

（３）全国ǻンǿーとの連携状況 

 

３ 関連事業の確認 

 ・ǰリーンǮフトプロǸǧǯト（進捗状況、今後の予定） 

１

２ 
３ 

２

７ 
平成 30 年度運営業務について 

 
 

【相談対応等の状況】 

相談対応については、対応ǫルテを作成し相談者への対応等について記録を残した。 

日付 活動案件 
都道府

県 
活動場所 活動内容 

4/1 環境教室企画 熊本県 EPO 九州 環境教室の企画に係る相談対応、助言 

4/4 ＩＯＥへ訪問 熊本県 IOE 事務所 
九州環境教育ミーティンǰの熊本開催に係る打合

せ 

4/13 加速化事業ヒアリンǰ 熊本県 地方事務所 加速化事業ヒアリンǰ（4 団体） 

4/14 
温暖化防止ネット（佐賀）橋本

理事長来所 
熊本県 EPO 九州 今年度事業の企画連携等に係る相談 

4/6 くまもと温暖化対策ǻンǿー 熊本県 EPO 九州 
今年度温対ǻンǿーが開催するǻミナーへの講師

協力に係る打合せ 

4/6 
加速化事業、今年度 EPO 九州運

営業務 
熊本県 地方事務所 

加速化事業、今年度 EPO 九州運営業務に係る打

合せ 

4/7 ESD 拠点支援事業 宮崎県 
日南市子育て支援ǻン

ǿー 

日南市子育て支援ǻンǿー内覧会、関係者への協

力依頼 

4/7 ESD 拠点支援事業 宮崎県 宮崎文化本舗 ESD 拠点支援事業に係る関係者打合せ 

4/8 ESD 拠点支援事業 宮崎県 
日南市子育て支援ǻン

ǿー 

日南市子育て支援ǻンǿーǪープンǻレモニー、

関係者への協力依頼 

4/10 
ESD 地方ǻンǿー、EPO 全国

事業関連 
東京都 ＧＥＯＣ ESD 地方ǻンǿー、EPO 全国事業に係る打合せ 

4/11 
ESD 地方ǻンǿー、EPO 全国

事業関連 
東京都 ＧＥＯＣ ESD 地方ǻンǿー、EPO 全国事業に係る打合せ 

4/14 
アーǹǦイーǯくまもと実行委

員会 
熊本県 熊本学園大学  

アーǹǦィーǯ実行委員会（開催前の最終打ち合

わせ） 

4/14 
くまもと温暖化対策ǻンǿー宮

原氏来所 
熊本県 EPO 九州 ファンドレイǸンǰǻミナー等に係る相談 
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日付 活動案件 
都道府

県 
活動場所 活動内容 

4/15 ＫＩＢＯＷプロǸǧǯト 熊本県 ǰランメッǻ 
復興支援に関する活動企画プレǼンテーǷョンプ

ロǰラムの聴講 

4/15 メルマǬ配信 熊本県 EPO 九州 メールマǬǸン４月ビǸǿーǻンǿー版の配信 

4/17 加速化事業ヒアリンǰ 熊本県 地方事務所 加速化事業ヒアリンǰ（１団体） 

4/18 加速化事業電話ヒアリンǰ 熊本県 EPO 九州 おきなわＧＮ電話ヒアリンǰ 

4/18 第 1 回定例会議 熊本県 地方事務所 
加速化事業案件を中心に、ESD 拠点支援事業等に

ついて打合せ 

4/21 ESD 委員会吉津委員挨拶 熊本県 
(公財)肥後の水とみど

りの愛護基金事務所 

地方 ESD ǻンǿー企画運営委員会委員への協力

依頼 

4/22 ＳＤＧｓワーǯǷョップ 熊本県 ＪＩＣＡ ＳＤＧｓワーǯǷョップへの参加 

4/22 会館インǿーン対応 熊本県 国際交流会館 
国際交流会館のインǿーン生に対する EPO 九州

の取組内容紹介 

4/24 九州環境教育ミーティンǰ 熊本県 フットパǹ研究所 
九州環境教育ミーティンǰ 熊本大会に向けた事

務局打合せ 

4/26 第 1 回ＥＳＤǻンǿー連絡会 東京都 ＧＥＯＣ 
地方 ESD ǻンǿーの開所に向けた進捗状況の共

有と今後の取組に係る意見交換 

4/29 メルマǬ配信 熊本県 EPO 九州 メールマǬǸン４月通常版の配信 

5/2 ＥＳＤ拠点支援事業（北九州） 福岡県 
北九州まなびとǹテー

Ƿョン 
ESD 拠点支援事業に係る関係者打合せ 

5/2 大牟田市教育委員会打合せ 福岡県 大牟田市教育委員会 ESD 地方ǻンǿーとの連携事業に係る打合せ 

5/8 ǰリーンǮフト宮崎 宮崎県 東京海上宮崎支店 
ǰリーンǮフトツ級元気プロǰラム 第 1 回・第

2 回 関係者打合せ 

5/9 
熊本県環境ǻンǿーリニューア

ル委員会 
熊本県 熊本県環境ǻンǿー 

熊本県環境ǻンǿーリニューアル委員会および運

営委員会に係る打合せ 

5/10 ǰリーンǮフト大分 大分県 東京海上大分支店 
5 月 21 日の第 1 回プロǰラムに向けた事前打合

せ 

5/12 加速化事業 審査会準備 長崎県 長崎大学 加速化事業審査会に向け、山口先生と事前打合せ 

5/12 地方ǻンǿー挨拶 長崎県 長崎県庁 
県環境部署、県教育委員会の担当者への地方ǻン

ǿー開所の挨拶、協力依頼 

5/16 メルマǬ配信 熊本県 EPO 九州 メールマǬǸン５月ビǸǿーǻンǿー版の配信 

5/17 加速化事業 審査会 福岡県 福岡合同庁舎 加速化事業審査会を開催し、採択候補案件を選出 

5/17 地方ǻンǿー挨拶 福岡県 福岡市役所、福岡県庁 
県（市）環境部署、県（市）教育委員会の担当者

への地方ǻンǿー開所の挨拶、協力依頼 

5/18 第 2 回定例会議 熊本県 地方事務所 
加速化事業、ESD 拠点支援事業、ESD 地方ǻン

ǿー開所準備等について打合せ 

5/20 ǰリーンǮフト大分 大分県 住吉浜リǾートパーǯ 事前打合せ、会場下見 

5/22 地域環境ネットワーǯ訪問 大分県 地域環境ネットワーǯ 
EPO 九州運営委員の委員委嘱にあたり、大分県の

担当部署について相談 

5/22 EPO 九州運営委員就任依頼 大分県 大分県庁 EPO 九州運営委員の就任について協力依頼 

5/23 地球環境教室企画打合せ 熊本県 EPO 九州 地球環境教室企画打合せ 

5/25 宮崎文化本舗総会 宮崎県 
みやざきＮＰＯ・協働

支援ǻンǿー 
宮崎文化本舗総会への出席 

5/26 EPO 九州運営委員就任依頼 宮崎県 宮崎放送 EPO 九州運営委員の就任について協力依頼 

5/26 地方ǻンǿー挨拶 佐賀県 佐賀県庁 
県環境部署、県教育委員会の担当者への地方ǻン

ǿー開所の挨拶、協力依頼 

5/26 地方ǻンǿー挨拶 長崎県 
国立諫早青少年自然の

家 

所長、次長への地方ǻンǿー開所の挨拶、協力依

頼 

5/26 九州環境教育ミーティンǰ 熊本県 フットパǹ研究所 ＫＥＥＭ熊本に向けた事務局打合せ 

5/30 ǰリーンǮフト熊本 熊本県 東京海上熊本支店 第 1 回プロǰラムにむけた事前打合せ 

5/30 ǰリーンǮフト宮崎 宮崎県 宮崎市民活動ǻンǿー 
ǰリーンǮフト地球元気プロǰラム 第 1 回プロ

ǰラム（北川）打合せ 

5/31 メルマǬ配信 熊本県 EPO 九州 メールマǬǸン５月通常版の配信 
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日付 活動案件 
都道府

県 
活動場所 活動内容 

6/1 地方ǻンǿー挨拶 熊本県 
国立阿蘇青少年交流の

家 

所長、事業担当者への地方ǻンǿー開所の挨拶、

協力依頼 

6/1 地方ǻンǿー挨拶 大分県 大分県庁 
県環境部署、県教育委員会の担当者への地方ǻン

ǿー開所の挨拶、協力依頼 

6/2 地方ǻンǿー挨拶 福岡県 JICA 九州 
事業担当者への地方ǻンǿー開所の挨拶、協力依

頼 

6/2 地方ǻンǿー挨拶 福岡県 北九州市役所 
市環境部署、市教育委員会の担当者への地方ǻン

ǿー開所の挨拶、協力依頼 

6/2 
Ȁイナッǯǹ研究所 Ǩǳǳン

ヒアリンǰ 
熊本県 EPO 九州 

大学生の環境活動を表彰する取組Ǩǳǳンに関す

るヒアリンǰ対応 

6/2 ＥＳＤ拠点支援事業（北九州） 福岡県 まなびとǹテーǷョン 
今年度事業の活動内容やǹǱǸュール、協働プラ

ットフǩーム等について打合せ 

6/3 
温暖化防止活動推進ǻンǿー推

進員研修会 
熊本県 

くまもと温暖化対策ǻ

ンǿー 

温暖化防止活動推進ǻンǿー推進員研修会での話

題提供 

6/3 地方ǻンǿー開所準備 熊本県 EPO 九州 
熊本市国際交流会館担当者と地方ǻンǿー開所に

係る打合せ 

6/5 地方ǻンǿー挨拶 宮崎県 宮崎県庁 
県環境部署、県教育委員会の担当者への地方ǻン

ǿー開所の挨拶、協力依頼 

6/5 地方ǻンǿー挨拶 鹿児島県 鹿児島県庁 
県環境部署、県教育委員会の担当者への地方ǻン

ǿー開所の挨拶、協力依頼 

6/5 温暖化ǻンǿー打合せ 宮崎県 宮崎県庁 
温暖化防止活動推進ǻンǿー推進員研修に係る打

合せ 

6/6 
一般社団法人ＣＥＰＡǸャパン

打合せ 
東京都 関東 EPO 

生物多様性の普及啓発について、ＣＥＰＡ担当者

と打合せ 

6/7 全国ＥＰＯ連絡会議 東京都 ＧＥＯＣ 全国ＥＰＯ連絡会議への出席 

6/7 全労済 審査会 福岡県 
全労済モルティ天神ビ

ル 

全労済助成事業西日本ブロッǯ審査会での審査協

力 

6/7 ESD 拠点支援事業 東京都 ＧＥＯＣ 
ESD 実践拠点全国アドバイǶリー会議へのǪブǶ

ーバー参加 

6/9 
尚絅中学校ǰリーンフラッǰ認

定証授与式 
熊本県 尚絅中学校 同校のǰリーンフラッǰ認定証授与式への出席 

6/15 第 1 回 運営委員会 熊本県 地方事務所 EPO 九州の運営方針や事業内容等について協議 

6/15 メルマǬ配信 熊本県 EPO 九州 メールマǬǸン６月ビǸǿーǻンǿー版の配信 

6/16 定例会議 熊本県 地方事務所  

6/21 水俣高校 春木先生 打合せ 熊本県 水俣高校 ESD 拠点支援事業についての説明と協力依頼。 

6/22 ＫＥＥＭ実行委員会（～23) 熊本県 元気の森 かじか 
2018 年開催のプロǰラムについての検討と意見

交換。 

6/22 ESD 拠点支援事業（北九州） 福岡県 まなびとǹテーǷョン 第 1 回推進会議 

6/28 熊本県温暖化研修 熊本県 熊本県庁 
熊本県地球温暖化防止活動推進員を対象とした研

修会に講師として話題提供。 

6/29 ǰリーンǮフト熊本 大分県 東京海上大分支店 第 2 回プロǰラム事前打合せ 

6/30 メルマǬ配信 熊本県 EPO 九州 メールマǬǸン６月通常版の配信 

7/3 政策協働の手引き編集会議 東京都 ＧＥＯＣ 
手引きの対象者やハンドブッǯとの差別化、掲

載事業等について検討 

7/4 
自然体験施設ネットワーǯ研修

会 
宮崎県 

えびのǨǳミューǸ

アムǻンǿー 
  

7/11 
大牟田市教育委員会訪問、打合

せ 
福岡県 大牟田市教育委員会 

ESD 研修会や学びあいフǩーラムの連携企画打

合せ 

7/12 熊本県温暖化研修 熊本県 八代地域振興局 
EPO 九州や ESD ǻンǿーの取組および SDG

ｓや ESD について紹介 

7/12 
福島環境再生事務所 みちさが

しプロǰラム参加 
福島県 福島県内各所 

避難解除地域を含む、被災地域での復興活動等

を視察し意見交換。 

7/14 メルマǬ配信 熊本県 EPO 九州 メールマǬǸンビǸǿーǻンǿー関連 

7/15 ǰリーンǮフト大分 下見 大分県 ふるさと体験村 現地下見、打合せ 
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日付 活動案件 
都道府

県 
活動場所 活動内容 

7/15 
高校生木育デǶインプロǸǧǯ

ト WS１ 
宮崎県 

南那珂森林組合、日

南市子育て支援ǻン

ǿー ことこと他 

  

7/17 ＲＱ九州会議 熊本県 元気の森 かじか 
熊本地震復興支援をふまえ、今後の活動につい

て意見交換。 

7/22 ǰリーンǮフト宮崎 宮崎県 東京海上宮崎支店 第 2 回プロǰラム 大淀川の魚とうなぎ 

7/22 ＣＥＰＡ 宮本氏来所 熊本県 EPO 九州 
一般への生物多様性・いきものみっけに関する

周知パンフについて打合せ 

7/23 
第１回プラットフǩーム会議フ

ǩローアップ 
宮崎県 

みやざきアートǻン

ǿー 

日南市こども課との３者協議（企画内容のフǩ

ローアップ） 

7/25 ǰリーンǮフト熊本 企画会議 熊本県 東京海上熊本支店 企画会議 

7/27 定例会議 熊本県 地方事務所 
加速化事業や ESD 拠点支援事業、学びあいフǩ

ーラム等の進捗共有 

7/28 第 1 回環境講座 熊本県 
肥後の里山Ǯャラリ

ー 
阿蘇くじゅう国立公園の保護と利用の概要 

7/28 熊本大学 環境監査委員会 熊本県 熊本大学 
熊本大学の平成２８年度の環境マネǸメントに

関する監査。 

7/29 メルマǬ配信 熊本県 EPO 九州 メールマǬǸン７月通常版の配信 

8/4 
第 1 回地球温暖化に関する九

州ǫンファレンǹ 
熊本県 熊本地方合同庁舎 

気候変動対策に係る COP21 や緩和策等につい

てのǻミナー出席 

8/4 組織評価ǻンǿー杉田様対応 熊本県 EPO 九州 組織評価ǻンǿーの取組紹介と今後の連携依頼 

8/8 出水南中学校 神田様 来所 熊本県 EPO 九州 
地方 ESD ǻンǿーや九州における ESD 取組に

ついて相談対応 

8/9 ＥＳＤǻンǿー打合せ 熊本県 地方事務所 
地方 ESD ǻンǿーの今後の活動予定等について

協議 

8/9 環境アǫデミア訪問 熊本県 環境アǫデミア 9 月 30 日のǷンポǸǦムについて打合せ 

8/17 メルマǬ配信（ＶＣ版） 熊本県 EPO 九州 メールマǬǸンＶＣ版配信 

8/17 定例会議 熊本県 地方事務所 
加速化事業や ESD 拠点支援事業、学びあいフǩ

ーラム等の進捗共有 

8/29 人権協議会 会議 熊本県 熊本市国際交流会館 29 年度の企画活動についての検討 

8/30 
地方ǻンǿー運営、KEEM 事

務局打合せ 

鹿児島

県 
姶良市内 運営委員会、実行委員会の経過報告と企画検討 

9/2 ＫＥＥＭ実行委員会 熊本県 火の国ハイツ 西原村を視察し、プロǰラム連携を検討。 

9/5 
ǰリーンǮフト熊本 事前打合

せ 
熊本県 東京海上熊本支店 

9 月 10 日のイベントのǹǱǸュール、安全管

理体制等の確認 

9/7 協働取組フǩーラム 打合せ 福岡県 六門 
協働取組フǩーラムの企画内容や大学との連携

等について検討 

9/7 協働取組フǩーラム 打合せ 福岡県 
久留米大学天神ǵテ

ライト 

協働取組フǩーラムの企画内容や大学との連携

等について検討 

9/7 福岡県立城南高校訪問 福岡県 城南高校 
SSH として取組む ESD 活動や講演会の講師等

に係る相談対応 

9/14 
大牟田市教育委員会訪問、打合

せ・インǿビュー 
福岡県 大牟田市教育委員会 

ESD 研修会ふりかえりと 12 月の全国大会にむ

けた連携相談、インǿビュー 

9/15 メルマǬＶＣ版配信 熊本県 EPO 九州 メールマǬǸンＶＣ版配信 

9/20 政策協働の手引き編集会議 東京都 ＧＥＯＣ 
協働の手引き編集会議。マルȁǹテーǯホルȀ

ーについて担当内容を確認。 

9/21 地方事務所打合せ 熊本県 地方事務所 個別企画プロǰラムについて打合せ 

9/26 定例会議 熊本県 地方事務所   

9/27 
若者による政策提案 WS 企画

打合せ 
熊本県 

熊本大学環境安全ǻ

ンǿー 

学生を巻き込んだ政策提案の場づくりについて

意見交換。 

9/29 内閣府 休眠預金制度公聴会 福岡県 合同庁舎 休眠預金を活用した取組みについての説明会 

9/30 メルマǬ配信 熊本県 EPO 九州 メールマǬǸン 9 月通常版配信 

10/3 ǰリーンǮフト大分ふりかえり会議 大分県 東京海上大分支店 
大分市にて実施活動についてのふりかえりと今後の予

定について確認 
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日付 活動案件 
都道府

県 
活動場所 活動内容 

10/3 
熊本市内環境活動団体との連絡調整

会議 
熊本県 西部環境工場 

熊本市内の環境活動団体による情報交換。温暖化対策

ǻンǿーによる企画活動。 

10/4 ǰリーンǮフト熊本ふりかえり会議 熊本県 東京海上熊本支店 
熊本市にて実施活動についてのふりかえりと今後の予

定について確認 

10/4 環境パートナーǷップ研修講師 埼玉県 環境調査研究所 
環境パートナーǷップに関する自治体職員対象の研修

にて、指導助言。～６日まで。 

10/6 
肥後と水とみどりの愛護基金 環境

講座 
熊本県 肥後の里山Ǯャラリー 情報収集の一環として環境講座に参加した。 

10/9 
第 2 回 協議会（高校生ワーǯǷ

ョップ含） 
宮崎県 

みやざき NPO・協働支

援ǻンǿー 

高校生による木育デǶインワーǯǷョップと拠点支援

推進会議 

10/10 ＥＳＤ北九州打ち合わせ 福岡県 
まなびとＥＳＤǹテー

Ƿョン 

マイプロǹǿートアップ合宿の内容や企業の参画要因

等について打合せ 

10/10 
第 2 回 ＥＳＤ活動支援ǻンǿー連

絡会 
東京都 ＥＳＤ－Ｊ事務局 

ESD 支援ǻンǿーの活動方針、目標設定等について意

見交換。拠点登録、後援手続き等について確認を行っ

た。 

10/12 第 2 回 EPO 連絡会議 愛知県 
Ǧインǯあいち、四日

市公害と環境未来館 

名古屋市にて各 EPO 参加の下、各事業について検討と

共有 ～１４日まで。 

四日市市で実践されている協働について各 SH による

活動報告。 

中部地域の活動団体とのǨǯǹǫーǷョン。 

10/14 メルマǬ配信 熊本県 EPO 九州 ビǸǿーǻンǿー版発行 

10/17 環境指定管理打ち合わせ 熊本県 EPO 九州 
熊本県環境ǻンǿー指定管理についての審査会打合

せ。 

10/18 協働取組第 2 回作業部会 東京都 日本ＮＰＯǻンǿー 
協働ハンドブッǯの掲載 2 事例の選定とǮャǶリンǰ

の企画について協議。 

10/18 白書を読む会 福岡県 
北九州まなびとＥＳＤ

ǹテーǷョン 
ESD 活動支援ǻンǿーの紹介を行った。 

10/19 環境ǻンǿー指定管理審査会 熊本県 熊本県環境ǻンǿー 熊本県環境ǻンǿー指定管理者 審査会 

10/20 神戸 甲南女子校 事前学習 兵庫県 甲南女子校 ESD 推進拠点支援の一環でのヒアリンǰ。 

10/23 沖縄県地域環境ǻンǿー訪問 沖縄県 
沖縄県地域環境ǻンǿ

ー 
沖縄地域 ESD 交流会に関連して挨拶訪問。 

10/24 3Ｒ全国大会 沖縄県 
沖縄ǳンベンǷョンǻ

ンǿー 

３R 推進についての啓発プロǰラム。全国アドバイǶ

リー委員の鬼沢氏と打合せ。 

10/25 
熊本県教育委員会 土肥先生 打合

せ 
熊本県 熊本県庁 

ESD 推進拠点支援の一環として、水俣学習の取組みの

情報収集と意見交換。 

10/25 人権 企画ǳンペ 熊本県 熊本市国際交流会館 記念事業に関する企画運営者の選定。 

10/25 よそもの会 熊本県 田中商店 
水俣地域での活動づくりについての意見交換会に参加

し、話題提供を行った。 

10/26 
環不知火プランニンǰ教育旅行プロ

ǰラムǵポート 
熊本県 環境アǫデミア 

研修旅行プロǰラムについて同行し、水俣学習の展開

を視察。 

10/26 ＥＳＤ北九州ＦＡＩＳヒアリンǰ 福岡県 
（公財）北九州産業学

術推進機構 

マイプロに参画した経緯や社会人としてマイプロǸǧ

ǯトに係るメリット等についてヒアリンǰ。 

10/27 定例会議 熊本県 地方事務所 地方事務所・EPO 参加による情報共有と進捗確認 

10/27 ＫＥＥＭ 実行委員会 熊本県 Ǩミナーǹ 
九州環境教育ミーティンǰ実行委員会として、企画内

容の検討と現地視察。 

10/28 ＳＤＧｓ 学習会 熊本県 
くまもと未来ネット事

務所 

SDGs に係る勉強会に参加し、活動情報の収集や参加

者の把握を行った。 

10/28 SDGs に係る相談対応 熊本県 EPO 九州 SDGs の普及啓発活動について問い合わせ。 

10/30 メルマǬ配信 熊本県 EPO 九州 各施設等から情報を収集し、登録者へ発信。 

11/1 協働取組フǩーラムへの協力依頼 福岡県 久留米市役所 
協働取組フǩーラムへの登壇依頼のため新産業創出支

援課を訪問。 

11/1 協働取組フǩーラムの企画打合せ 福岡県 ǰリーンǷティ福岡 
協働取組フǩーラムの企画について、加速化事業審査

委員の志賀理事と打合せ。 

11/1 協働取組フǩーラムへの協力依頼 福岡県 福岡市役所 
協働取組フǩーラムへの登壇依頼のため広域地域振興

課を訪問。 

11/1 福岡県立城南高校訪問 福岡県 城南高校 
ESD 活動支援ǻンǿーの相談対応として、城南高校で

の ESD 講演会参加。 

11/2 ＶＣ意見交換会の企画打合せ 長崎県 諏訪の池ＶＣ 
VC 意見交換会の企画について、VC 担当者と協議。ま

た企画についての要望を伺った。 

11/2 くすの木自然館ＶＣ意見交換打合せ 鹿児島県 くすの木自然館 12 月実施の意見交換会について、次第・内容を検討。 

11/2 協働取組フǩーラムへの協力依頼 鹿児島県 霧島市役所 
12 月実施のフǩーラムについて参加の依頼と内容の説

明。 
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日付 活動案件 
都道府

県 
活動場所 活動内容 

11/2 協働取組フǩーラムへの協力依頼 長崎県 雲仙市役所 
協働取組フǩーラムへの登壇依頼のため環境政策課を

訪問。 

11/4 情報収集 熊本県 
ǰローバルǹマイルǸ

ャパン 
SDGｓのワーǯǷョップ参加 

11/8 ǽーǷャルビǸネǹに係る相談対応 福岡県 電話 
熊本県内でのǽーǷャルビǸネǹの活動団体について

の問合せ。団体の情報提供を行った。 

11/9 協働取組フǩーラムの企画打合せ 福岡県 筑後川流域連携会議 
団体事務所を訪問し、フǩーラムでの発表内容やパネ

ルディǹǫッǷョン等について確認打合せ。 

11/9 協働取組フǩーラムの企画打合せ 福岡県 ǰリーンǷティ福岡 
団体事務所を訪問し、フǩーラムでの発表内容やパネ

ルディǹǫッǷョン等について確認打合せ。 

11/9 
協働取組フǩーラムへの広報協力依

頼 
福岡県 福岡市役所 

協働取組フǩーラムへの広報協力依頼のため市民局ǳ

ミュニティ推進部市民公益活動推進課を訪問。 

11/10 ǰリーンǮフト宮崎企画会議 宮崎県 東京海上宮崎支店 
10 月に中止となった企画について 11 月下旬実施で計

画を打合せ。 

11/14 
熊本県環境ǻンǿープロǰラム意見

交換会 
熊本県 熊本県環境ǻンǿー 

実際の見学プロǰラム見学後、参加者から感想・アドバ

イǹ検討。 

11/14 SDGs に係る相談対応 熊本県 EPO 九州 熊本県内の SDGs の取組について相談があり、対応。 

11/15 メルマǬ配信ＶＣ版 熊本県 EPO 九州 各施設等から情報を収集し、登録者へ発信。 

11/15 佐賀商業高校訪問 佐賀県 佐賀商業高校 
環境活動に熱心に取組む高校として、指導教諭へのヒ

アリンǰ。 

11/15 佐賀 ヒアリンǰ 佐賀県 成頴中学校 
水俣学習に取組む私立中学の活動や取組をヒアリン

ǰ。 

11/16 福岡 ヒアリンǰ 福岡県 二日市中学校 
水俣学習に取組む公立中学の活動や取組をヒアリン

ǰ。 

11/16 ESD 北九州第 2 回推進会議 福岡県 
北九州まなびとＥＳＤ

ǹテーǷョン 

マイプロの進捗状況や企業へのヒアリンǰ内容の共

有、および企業の ESD 活動への参画を促す要因につい

て、意見交換を行った。 

11/17 環境教育担当者会議 東京都 
ǹǿンȀード会議室虎ノ

門ヒルǺフロント店 

環境教育を所管する自治体担当者への政策説明。ǪブǶ

ーバー同席。 

11/20 ユーǹ活動九州地区審査会 熊本県 熊本市国際交流会館 
地球環境基金によるユーǹ活動ネットワーǯの活動審査

会。 

11/20 ESD 交流会企画相談 沖縄県 
沖縄県地域環境ǻンǿ

ー 

ESD 交流会への参加打診、また会場利用について相

談。 

11/21 加速化事業 活動視察 沖縄県 恩納村漁港他 
加速化事業審査委員とともに、漁協と連携した植栽活

動を視察。 

11/21 基金 大木さん打合せ 熊本県 EPO 九州 
SDGs に関して、若者の活動ネットワーǯと連携した

取組みの相談。 

11/22 協働取組フǩーラムの企画打合せ 沖縄県 沖縄県庁 
営農支援課を訪問し、フǩーラムでの発表内容やパネ

ルディǹǫッǷョン等について確認打合せ。 

11/22 ESD 交流会企画相談 沖縄県 琉球大学 
ESD 交流会の企画内容について、大島先生と打合せ。

また、参加候補団体を紹介いただいた。 

11/24 佐賀商業高校 ＲＥＯ来所同席 熊本県 地方事務所 
佐賀商業高校での佐賀市や企業等と連携した活動内容

について意見交換。 

11/24 熊本大学教養講座 熊本県 熊本大学 
講義内において 12 月実施のバǹハイǯについて学生

に発信。 

11/24 ＮＰＯ法人ＣＡＮＰＵＳ担当者来所 熊本県 EPO 九州 
大学生と地域住民による連携活動について、企画相

談。 

11/24 ＥＳＤ全国フǩーラム 東京都 
立教大学 池袋ǭャン

パǹ 

ESD 推進ネットワーǯによるフǩーラム。地域事例や

専門家による情報交換。九州ǻンǿーとしても展示。 

11/28 定例会議 熊本県 地方事務所 地方事務所・EPO 参加による情報共有と進捗確認 

11/29 人権会議 熊本県 熊本市国際交流会館 事業計画、記念事業の企画等について検討。 

11/30 メルマǬ配信 熊本県 EPO 九州 各施設等から情報を収集し、登録者へ発信。 

12/1 
ユネǹǳǹǯール全国大会 公開授

業 
福岡県 大牟田市立吉野小学校 

小学 1 年生～6 年生までの各ǯラǹでの公開授業。小

学 5 年生の「守ろう環境！白銀川・隈川探検隊」の授

業に参加。 

12/1 
熊本県沿岸地域再生官民連携フǩー

ラム 
熊本県 熊本テルǵ 

沿岸域連携を目的としたフǩーラム発足に伴う総会と

講演会へ出席。 

12/2 ユネǹǳǹǯール全国大会  福岡県 大牟田文化会館 ユネǹǳǹǯール全国大会に参加。 

12/2 
ESD 交流会企画相談・関係者顔合

わせ 
福岡県 大牟田文化会館 

沖縄県教育委員会職員や沖縄県のユネǹǳǹǯール関

係者と顔合わせ。ESD 交流会の企画説明と参加依頼を

行った。 

12/3 第 3 回木育・森育学会ｉｎ宮崎 宮崎県 
みやざきアートǻンǿ

ー 

高校生木育デǶインプロǸǧǯト参加５ǰループによ

る企画と試作のプレǼンが行われた。 

12/4 協働取組フǩーラムの企画打合せ 長崎県 長崎大学 
フǩーラムの企画やパネルディǹǫッǷョン等につい

て、山口先生と打合せ。 
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日付 活動案件 
都道府

県 
活動場所 活動内容 

12/5 ＧＥＯＣ手引き編集会議 東京都 ＧＥＯＣ 
協働取組の成果を取りまとめる手引きの編集会議に出

席。 

12/5 ESD や SDGｓに係る問い合わせ 熊本県 EPO 九州 
SDGｓや ESD の概要、および大牟田市での ESD やユ

ネǹǳǹǯールの取組を紹介。 

12/5 企業からの相談対応 東京都 メール 
企業が取組む CSR 活動について、受入団体の状況提供

依頼。先方の要望等を把握。 

12/5 NPO からの相談対応 熊本県 EPO 九州 大学生の社会貢献活動について相談対応。2 名来所。 

12/6 大学関係者からの相談対応 熊本県 EPO 九州 熊本大学の環境監査について相談対応。2 名来所。 

12/14 協働取組フǩーラム 福岡県 ǨルǬーラǪフィǹ 

採択団体の活動紹介やパネルディǹǫッǷョン等をと

おして、民間と行政が協働するためのノǦハǦや工夫

を共有・発信。 

12/15 ＫＥＥＭ打合せ会議 熊本県 熊本市国際交流会館 熊本での KEEM 開催に向けた企画調整会議。 

12/15 メルマǬ配信 熊本県 EPO 九州 各施設等から情報を収集し、登録者へ発信。 

12/19 SDGs に係る相談対応 熊本県 EPO 九州 SDGs の普及活動に係る問い合わせ。 

12/17 環境政策バǹハイǯ 熊本県 熊本県環境ǻンǿー他 
ユーǹを対象として、水俣市の各施設を訪問・ワーǯ

Ƿョップ実施。 

12/18 ビǸǿーǻンǿー意見交換会 鹿児島県 
重富海岸自然ふれあい

館 

九州内のビǸǿーǻンǿーが参加し、取組について情

報共有。 

12/19 ビǸǿーǻンǿー意見交換会 鹿児島県 
重富海岸自然ふれあい

館 

桜島ミューǸアムの取組についてǻッǷョン。及び移

動日。 

12/21 熊本市環境審議会 熊本県 熊本市役所 
熊本市環境審議会に出席し、審議事項の検討を行っ

た。 

12/22 定例会議 熊本県 地方事務所 地方事務所・EPO 参加による情報共有と進捗確認。 

12/27 メルマǬ配信 熊本県 EPO 九州 各施設等から情報を収集し、登録者へ発信。 

1/10 
人権協議会 池上彰氏 30 周年記

念講演会 
熊本県 熊本市市民会館 

熊本市人権啓発市民協議会主催。池上氏を講師とする

「防災を人権の観点から考える」をテーマとした講演

会に参加。 

1/11 熊本市ＳＤＧｓ研修打合せ 熊本県 熊本市役所 熊本市と企画する SDGs 研修について内容を検討。 

1/12 熊本大学 山口先生来所 熊本県 EPO 九州 
平成 30 年度の ESD を採り入れたǫリǭュラムについ

て相談と意見交換。 

1/15 川久保先生打合せ 東京都 法政大学 
熊本市と企画する 2 月の SDGs 研修について講師の川

久保准教授と打合せ。 

1/15 GEOC 打合せ 東京都 ＧＥＯＣ 次年度事業に向けた意見交換。 

1/16 メルマǬ配信 熊本県 EPO 九州 各施設等から情報を収集し、登録者へ発信。 

1/16 第 3 回 全国 EPO 連絡会議 東京都 ＧＥＯＣ 

ESD 支援ǻンǿーの活動方針、目標設定等について意

見交換。拠点登録、後援手続き等について確認を行っ

た。 

1/17 
第 3 回 全国 ESD 活動支援ǻンǿ

ー連絡会 
東京都 ＧＥＯＣ 東京都 GEOC において各事業について検討と共有。 

1/18 定例会議 熊本県 地方事務所 地方事務所・EPO 参加による情報共有と進捗確認 

1/19 ESD 北九州打合せ 福岡県 
北九州ＥＳＤまなびと

ǹテーǷョン 

マイプロの進捗状況や企業へのヒアリンǰ内容の共

有、および企業の ESD 活動への参画を促す要因につい

て、意見交換を行った。 

1/19 
大分県「地域とともにある学校づく

り」推進協議会 
大分県   

大分県が取組を進める学校と地域が連携したǳミュニ

ティ・ǹǯール推進に係るフǩーラムへ参加。 

1/23 ESD 実践校 第 2 回研修会 長崎県 対馬市立厳原北小学校 
今年度の小中学校での ESD の実践内容と成果を共有す

る対馬市教育委員会研修会へ参加。 

1/25 ESD 北九州評価会議 福岡県 
北九州ＥＳＤまなびと

ǹテーǷョン 
ESD 実践拠点支援事業について評価会議。 

1/26 ǰリーンǮフト宮崎企画会議 宮崎県 東京海上 宮崎支店 第 2 回プロǰラムの実施内容について検討を行った。 

1/27 

九州ǽーǷャルビǸネǹǵポートネ

ットワーǯフǩーラム 

in 熊本 

熊本県 
日本政策金融公庫熊本

支店中小企業事業 

九州ǽーǷャルビǸネǹǵポートネットワーǯ主催の

起業、および企業支援に関心のある方対象のフǩーラ

ム形式のビǸネǹǻミナー。熊本県内で企業後、地域

おこしや創業支援の業務に携わった起業家達からの情

報提供。 

1/29 熊本市環境審議会 熊本県 熊本市役所 
熊本市環境審議会委員として出席し、審議事項の検討

を行った。 

1/29 人権企画委員会 熊本県   
平成 30 年度の協議会活動について意見交換を行っ

た。 

1/31 メルマǬ配信 熊本県 EPO 九州 各施設等から情報を収集し、登録者へ発信。 

2/2 ＫＥＥＭ実行委員会 熊本県 火の国ハイツ 

翌日から実施の熊本大会について、プロǰラムの確

認、今年度報告書の作成方針について実行委員間で検

討を行った。 

2/5 ǮャǶリンǰ打合せ 沖縄県 ＯＧＮ事務所 
協働ǮャǶリンǰでの報告、進め方についての打合

せ。 
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日付 活動案件 
都道府

県 
活動場所 活動内容 

2/5 アーǹǦイーǯ運営委員会 熊本県 ＹＭＣＡ 次年度 4 月の活動内容について検討。 

2/6 協働取組 第 2 回 協議会 沖縄県 
恩納村ふれあい体験学

習ǻンǿー 

今年度の活動内容の成果を共有。また、次年度の取組

の方向性や連携内容について意見交換を行った。 

2/7 自然体験施設交流会および研修会 長崎県 
諏訪池ビǸǿーǻンǿ

ー 

「冬季プロǰラム開発」をテーマに、九州各県の自然

体験施設からǹǿッフが参加。各施設の冬期の取組紹

介、EPO からは ESD 拠点登録の紹介等を行った。 

2/8 自然体験施設交流会および研修会 長崎県 
諏訪池ビǸǿーǻンǿ

ー 

「冬季プロǰラム開発」をテーマに、九州各県の自然

体験施設からǹǿッフが参加。五感を使ったアǯティ

ビティの発表・相互評価等を行った。 

2/8 水俣 プロǰラム検討会＆評価会議 熊本県 熊本県環境ǻンǿー ESD 実践拠点支援事業について評価会議。 

2/9 沖縄地域 ESD 交流会 沖縄県 
沖縄県地域環境ǻンǿ

ー 

沖縄県の ESD 実践者、活動団体による交流会を実施。

SDGs、ESD に関する基本的事項の共有や、事例紹介

の場を提供した。 

2/9 島しょ地域フǩーラム打合せ 鹿児島県 奄美猫部 
3 月に開催予定の島しょ地域フǩーラムについて、企

画説明と活動紹介の依頼。打合せ 

2/12 ESD 拠点支援 日南 評価会議 宮崎県 
みやざきアートǻンǿ

ー 
ESD 実践拠点支援事業について評価会議。 

2/15 石丸先生打合せ 福岡県 大牟田市立吉野小学校 島しょ地域 ESD 交流会の企画打合せ。 

2/16 メルマǬ配信 熊本県 EPO 九州 各施設等から情報を収集し、登録者へ発信。 

2/16 加速化事業作業部会 東京都 ＧＥＯＣ 
協働取組加速化事業についての成果についての検討及

び今後の方針について共有。 

2/17 協働ǮャǶリンǰ 東京都 国連大学 
九州からは OGN 参加のもと、全国の協働事例につい

て成果共有と意見交換。 

2/20 定例会議 福岡県 福岡合同庁舎 地方事務所・EPO 参加による情報共有と進捗確認 

2/20 第 2 回企画運営委員会 福岡県 福岡合同庁舎 
地方ǻンǿー業務について各委員へ情報提供。質疑応

答の他、今後の方針についての共有を行った。 

2/20 第 2 回運営委員会 福岡県 福岡合同庁舎 
EPO 業務について各委員へ情報提供。質疑応答の他、

今後の方針についての共有を行った。 

2/21 島しょ地域フǩーラム打合せ 長崎県 鐙瀬ビǸǿーǻンǿー 
3 月に開催予定の島しょ地域フǩーラムについて、企

画説明と活動紹介の依頼。打合せ 

2/22 挨拶訪問 長崎県 五島自然保護官事務所 
3 月に開催予定の島しょ地域フǩーラムにて、鐙瀬ビ

Ǹǿーǻンǿーから活動紹介いただく件を説明。 

2/22 
佐賀温暖化ǻンǿーとの連携につい

て打合せ 
佐賀県 

温暖化防止ネット事務

局 

低炭素分野の活動づくり、ネットワーǯづくりについ

て意見交換。 

2/23 温暖化防止ネット記念行事 佐賀県 
ロイヤルȁǧǹǿー佐

賀 
設立 10 周年の記念行事への参加。 

2/24 ESD 北九州 マイプロ九州大会 福岡県 
西日本工業大学 小倉

ǭャンパǹ 

マイプロに参加した高校生・大学生による活動報告と

ワーǯǷョップが行われた。 

2/24 
甑島インǿープリǿー育成講座モニ

ǿーツアー 
鹿児島県 甑島 

浜本運営委員が携わる甑島インǿープリǿー養成講座

の成果となるモニǿーツアー。次月の島しょ部 ESD 交

流会参加要望も兼ねる。 

2/25 
甑島インǿープリǿー育成講座モニ

ǿーツアー 
鹿児島県 甑島 

浜本運営委員が携わる甑島インǿープリǿー養成講座

の成果となるモニǿーツアー。次月の島しょ部 ESD 交

流会参加要望も兼ねる。 

2/27 
ESD 事業成果報告会 第 3 回アド

バイǶリー会議 
東京都 ＧＥＯＣ 

各地域での拠点支援事業の取組と成果を報告し、共有

を図った。 

2/28 メルマǬ配信 熊本県 EPO 九州 各施設等から情報を収集し、登録者へ発信。 

3/1 評価委員会 熊本県 九州地方環境事務所 
EPO 業務及び、ESD 活動支援ǻンǿー業務について

の評価委員会で取組を説明。 

3/2 城南高校課題研究発表会 福岡県 城南高校 今年 1 年間の生徒の研究活動の発表会に参加。 

3/3 ＥＳＤのǷンポǸǦムへの参加 東京都 国連大学 

『ＳＤＧｓとＥＳＤ』―ＥＳＤ の実践と研究の有機的

連携にむけて―と題するǷンポǸǦムへ参加し、情報

収集を行った（主催：日本 ESD 学会）。 

3/4 関東ＥＰＯ ＥＳＤ地域フǩーラム 東京都 東京ǦィメンǺプラǶ 

ESD 地域フǩーラムへの出席し、ESD ǻンǿー主催

による地域フǩーラムの企画や活動団体の情報収集を

行った。 

3/4 熊本市生物多様性ミニǷンポǸǦム 熊本県 熊本市動植物園 

熊本市にて生物多様性の保全に取り組む学校、企業・

団体、行政が参加し、パネルǻッǷョンやワーǯǷョ

ップ、それぞれの活動の共有と意見交換に参加。 

3/6 ǰリーンǮフト大分企画会議 大分県 東京海上大分支店 2018 年度の実施プロǰラムの検討を行った。 

3/9 鹿島市ヒアリンǰ 佐賀県 
鹿島市ラムǵール条約

推進室 

次年度の ESD 活動の連携に向けて、意見交換を行っ

た。 

3/12 ＳＤＧｓの現状と展望ǻミナー 福岡県 ＡＩＭビル 
企業関係者や一般市民を対象とした SDGs ǻミナーに

参加。 

3/13 岸信さん打合せ 沖縄県 沖縄県公衆衛生協会 島しょ地域 ESD 交流会の企画打合せ。 

3/14 ＥＳＤ拠点支援事業打合せ 福岡県 
北九州まなびとＥＳＤ

ǹテーǷョン 

次年度の ESD 拠点支援事業について、意見交換を行っ

た。 
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日付 活動案件 
都道府

県 
活動場所 活動内容 

3/15 メルマǬ配信 熊本県 EPO 九州 各施設等から情報を収集し、登録者へ発信。 

3/20 民間活動支援室との意見交換 熊本県 EPO 九州 
EPO ネットワーǯを活用した取組みについて意見交

換。 

3/24 島しょ地域意見交換会 福岡県 
（公財）福岡県中小企

業振興ǻンǿー 

九州・沖縄の島しょ地域における ESD 実践者を招いて

の情報共有と交流の場づくりを行った。 

3/27 定例会議 熊本県 地方事務所 地方事務所・EPO 参加による情報共有と進捗確認 

3/30 メルマǬ配信 熊本県 EPO 九州 各施設等から情報を収集し、登録者へ発信。 
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【共催・協力等によるセミナー・イベントの開催】 

日付 活動案件 都道府県 活動場所 活動内容 参加者数 

4/19 ノーマイǫーデーパレード 熊本県 熊本市役所 ノーマイǫーデーパレードへの参加 200 

4/23 
アーǹǦイーǯ パリ協定に

関するǻミナー 
熊本県 熊本学園大学 

アーǹǦィーǯ実行委員会主催のパリ協定に関す

るǻミナーへの出席、および活動団体によるパネ

ル展示と EPO 九州の活動紹介 
30 

5/21 ǰリーンǮフト大分 大分県 
住吉浜リǾートパ

ーǯ 
第 1 回プロǰラム運営協力 55 

6/3 ǰリーンǮフト宮崎 宮崎県 延岡市北川町 
ǰリーンǮフト地球元気プロǰラム 第 1 回プロ

ǰラム（北川）実施 
69 

6/10 ǰリーンǮフト熊本 熊本県 滝尾小学校 第 1 回プロǰラムの運営協力 46 

7/2 
九州地方 ESD 拠点支援ǻン

ǿー 開設記念パネル展 設営 
熊本県 

熊本市国際交流会

館１F ロビー 

九州地方ǻンǿーの設置周知ならびに地域の

ESD 推進についてアピールするパネル展を実

施。 
120 

7/6～7 第 1 回連絡会及び現地視察 沖縄県 東村 

今年度事業の活動内容や成果目標等について意見

交換を行った。 

ベȁバーによるǰリーンベルト植栽の現場訪問

およびǳーディネーǿーとの意見交換を行った 

延べ 30 

7/10 温暖化防止活動推進員研修会 熊本県 
くまもと温暖化対

策ǻンǿー 
EPO 九州や ESD ǻンǿーの取組および SDGｓ

や ESD について紹介 
50 

7/12 温暖化防止活動推進員研修会 熊本県 八代地域振興局 
EPO 九州や ESD ǻンǿーの取組および SDGｓ

や ESD について紹介 
30 

7/16 
ǰリーンǮフト大分 第 2 回

プロǰラム 
大分県 ふるさと体験村 

第 2 回プロǰラム 竹を使った工作や魚つかみ

体験等の実施  
40 

7/18 温暖化防止活動推進員研修会 熊本県 天草地域振興局 
EPO 九州や ESD ǻンǿーの取組および SDGｓ

や ESD について紹介 
10 

7/19 第 1 回推進会議 熊本県 
熊本県環境ǻンǿ

ー 
ESD 拠点支援事業 熊本県環境ǻンǿー関係の

推進会議。 
10 

7/26 
ＥＳＤ活動支援ǻンǿー企画

運営委員会 
熊本県 

熊本市国際交流会

館 
第 1 回企画運営委員会 15 

7/28 第 1 回協議会 沖縄県 
恩納村ふれあい体

験学習ǻンǿー 
事業の目的や活動内容、各主体の役割分担等につ

いて確認・協議を行った 
30 

8/2 作業部会 
神奈川

県 
地球環境基金 協働ハンドブッǯ作成に伴う企画検討 15 

8/2 地球環境基金連絡会 
神奈川

県 
地球環境基金 

助成金説明会や高校生環境活動地方審査会等につ

いて協議 
32 

8/9 国際ボランティアＷＣ 熊本県 
国際交流振興事業

団 
高校生を対象とした ESD 等についての紹介と意

見交換 
60 

8/15 
教員免許更新講習でのǻンǿ

ー紹介 
沖縄県 八重山高校 

離島勤務の教員を対象とした免許更新講習。

ESD について大島先生による講義。ESD ǻンǿ

ー等の紹介を行った。 
15 

8/22 
ユネǹǳǹǯール 専門家意

見交換会 
福岡県 ǪǪムǿǬーデン 

ESD に取組む教育委員会関係者や九州での ESD

専門家との意見交換 
30 

8/23 
地域ＥＳＤ学びあいフǩーラ

ム in 大牟田 
福岡県 ǪǪムǿǬーデン ESD 拠点支援事業の担当者による事例発表など 50 

8/23 
ESD ユネǹǳǹǯール研修会

in 大牟田 
福岡県 ǪǪムǿǬーデン 

ESD 推進に向けた教育委員会による研修会。

ESD ǻンǿーが共催。 
300 

8/29 
長崎県との協働事業ＥＳＤ実

践校第 1 回研修会 
長崎県 

上対馬総合ǻンǿ

ー 
学校の先生を対象とした ESD 教育の取組や今後

の活動計画等の共有 
23 

9/1 ＫＥＥＭ実行委員会 熊本県 火の国ハイツ 
2018 年 2 月に開催するプロǰラムの企画検

討。 
10 

9/10 
ǰリーンǮフト熊本 第 2 回

プロǰラム 
熊本県 

リバーパーǯ鯰の

学校 
第 2 回プロǰラム E ボート体験や絶滅危惧種

や外来水草の観察 
28 

9/13 福岡県推進員研修 福岡県 
福岡県中小企業支

援ǻンǿー 
福岡県内の推進員を対象とした研修。SDG の考

え方や ESD ǻンǿーについて紹介。 
50 

9/30 アǫデミア ǷンポǸǦム 熊本県 環境アǫデミア 
低炭素社会づくりに向けた都市政策や ESD をテ

ーマとしたǷンポǸǦムに登壇。 
80 

10/18 
ǰリーンǮフト年間ふりかえ

り会議 
東京都 

東京海上日動火災

保険(株)本店 
全国で展開するǰリーンǮフトについて、各地域

の実施団体や各 EPO 担当者との情報共有 
約 70 

11/8 地球環境基金助成金説明会 宮崎県 

みやざきＮＰＯǻ

ンǿー・協働支援

ǻンǿー 

平成３０年度の助成プロǰラムについての説明と

意見交換。 
18 



72 

11/11 
人権協議会 ロアッǽ熊本啓

発（公式試合） 
熊本県 

えがお健康ǹǿǸ

アム 
人権啓発の活動協力。同時に温暖化防止に関する

啓発が行われており、意見交換。 
30 

11/25 
ǰリーンǮフト宮崎 第１回

プロǰラム 
宮崎県 しゃくなげの森等 

都城市・三股町を移動しながら水質調査と参加者

交流。 
58 

1/13 大牟田市教育委員会 ESD 子

どもǵミット 参加 後援依

頼 

福岡県 大牟田市文化会館 九州地方 ESD 活動支援ǻンǿーとして後援を行

った大牟田市教育委員会主催「ユネǹǳǹǯール

子どもǵミット」に参加。 
５４０ 

2/3 ＫＥＥＭ熊本大会 熊本県 火の国ハイツ 益城、西原村の 2 か所に分かれ事前Ǩǯǹǫー

Ƿョンを実施。午後より熊本市内を会場に「自然

災害と生きるための環境教育」をテーマに情報提

供、意見交換を実施した。 

34 

2/4 ＫＥＥＭ熊本大会 熊本県 火の国ハイツ 前日の意見交換の内容を基に、ワーǯǷョップを

実施。 
３４ 

2/6 ＳＤＧｓ研修会 熊本県 熊本市役所 熊本市幹部職員を対象に、法政大学川久保准教授

を講師として SDGｓ研修会を実施。講演後、関

係課との意見交換。 
130  

3/8 くまもとＳＤＧｓǻミナー 熊本県 熊本市民会館会議

室 

熊本市職員を対象とした SDGｓ研修のフǩロー

アップ。一般参加者にも対象を広げ、話題提供と

ワーǯǷョップを実施。 
32 

 

② EPO 九州の開所状況 

EPO 九州の維持管理には、ǹǿッフ体制を整備し、各業務を分担、維持管理に努める。

なお、ǹǿッフは積極的に所外での連携促進・協働取組への関与、柔軟な相談対応に努め

ることとし、窓口（開所）業務については市民への情報提供等において差し障りの無い範

囲において執行（必要に応じて臨時閉所対応）する。 

 
【開所状況】 ※第 1～3 四半期報告書の件数から一部修正済み 

 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 

開所日数 12 19 20 19 22 21 19 20 19 18 19 22 230 

来所者数

（人） 

相談 3 0 4 3 2 1 2 2 6 4 4 2 33 

情報収集・受取 6 0 3 5 5 1 1 5 7 0 2 1 36 

行事参加 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 

その他 1 0 0 0 2 0 1 0 1 0 1 0 6 

合計 10 0 9 8 9 2 4 7 13 4 7 31 77 

パンフレット

等受付 

（種類） 

ともに生きる 1 4 2 2 5 2 1 3 1 3 7 2 33 

自然・生命 2 8 2 1 5 7 4 1 2 2 6 3 43 

ごみ・資源 2 1 2 1 1 3 2 1 1 1 1 1 17 

ǨネルǮー・地球

温暖化 

0 2 3 2 4 0 1 2 0 0 1 3 18 

ESD・環境教育 3 1 2 3 0 3 1 2 1 0 2 4 22 

助成金・団体支援 8 0 1 1 6 2 1 1 1 0 1 2 24 

全国の EPO 4 0 0 1 1 0 2 1 0 0 1 2 12 

行政 0 1 0 1 1 1 0 2 1 0 1 3 11 

その他 0 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 4 

合計 20 18 13 13 23 19 12 13 7 6 20 20 184 

 

 

 

  


